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一一「新憲法・教育基本法からはじまる一連の教育関係法規は，こう lGk事
実(自主的自律的た人聞の育成〕に則って教育の中央集権制を払拭し，地方分権
化を推し進ゐている。すなわち教育基本法第10僚には『教育は不当な支配に服
することなし国民全体に対し直接に責任を負って行われるべきもので、るるu
教育行政は，この自覚のもとに教育の問的を遂行するに必要な諸僚件の整備確 ，
立を目標として行われなければならない。」とちたわれてやり，かかる自覚のも
とに生れた教育委員会は，それをl定占うる教育委員会法の第49僚で，委員会の権
限行使のための事務を規定し3 その第3項κ『教育内容及びその取扱に関する
ことJを明記しているのである。ニのごとは結局具体的には学習指導要領κ対
する教育委員会の責任を明示しているとみることができょう OJ一一そこで一一
「本県に沿いては去る昭和24年度から各都市匂に教育課程審議会を設りるよう
に歓奨L指導してをている。各郡市ではそれそよれらの郡市にふさわしい教育課程
の郡市プランを持つペく努力して沿れ各学校では更にそれを具体的な学校プ
ランに移して実践につとめよろとしているω一一..
以上は紀要第3集(小学校教育課程実態調査)の緒言にある言葉であるが，
このような本県の現状に沿いて昭和26年度県下小学校む教育課程の実態を調査
したことは，すで陀報告したところである。ところがこの結果から見た県下教
育界の実状は，必やしも満足すべき状態ではなく ，特に後述するように複式学
級をもっている小規模学校に沿いて，それが甚しいということがわかった。本
県花公ける単叡・複式学群等の小規模小学校の数は合わせて341校でるれ会
学校教(1;015校)の33.59%にあたt(第 1表参照)，小学校の3分の lである
ということは，この数からしてもこれら小規模小学校の存有が県教育の性絡の
上に重要主主因子となァっていることがわかる。
この事実は本県教育行政よの重点目標として僻地教育振興を取り上け。しめて
たり 3 この点から考えても放置 してなくことはできたい。この僻地教育振興の
標についてであるが，本県の場合，複式学級をもっ小規模学校は次のこ
J:から，その多〈がいわゆる僻織に存在し，複式教育の振興
興と考えて差し支えがたい現状にあることを明記Lて会く必要がある。
令第323号による僻地指定基準に当る本県の小中学校は小学校141i交・中ぎ
5校 7 計196授 の多数に上っており，複式学校数341校の 57.47%は側J
在ずるといラ ことになるのである。従って概話的に言って複式学殺をもっさi
の 5"1.47%は山間僻地か離れ孤島にあることになり1残りの大部分は山間1Jl!
と京野部との中聞に存在すると言って間違いないよ
?
?
?
??
?
?
?
?
?ー
?
』
?
?
?
?
?
?
??
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ??
?
?? ??
? ???????????????
，
，?
?
??
?
?
?? ???
?
??
?
〈
?
?
?
??
??? ?
??
??
?
? ????????
? ? ?
? 。
?
?
???
?
?
???
??
?
?
?
??? ? ???????
???????
?
?????????????????， ??
す i図
指定.ft特例在14¥誉扶令学校分布図
JlHσ25年7免 ? ?
~ 'Ir.秋泳滋封島
(註1)参考政令第323号による僻地指定基準く昭和23年10月15日公布〉
A 船舶の定期航行回数が宮口以上に l回の烏，或は船舶による交通を
る陵地巳押等〉叉除定期船納航行の無い品。
B 最近の鉄道駅までのJ臨時帥:24粁以上， 定期乗合自動車停留所までの
16粁以上の地
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学校内用附貫叫がるわ昭和に入って新潟師範学校牛代用附属校J
しての女池小学校・長岡女子師範学校K乙吉小学校があり，複設学訟の経営に
づいて研究を続け教育実習も行った。これは大きな成果を重うけ複式教育の研賞
l士大いに進んだのであるが，昭和同年新制師範学校の誕生と共κ代用F付属制
は廃止となり，こ札に対ナる組織的な研究は中絶Lて今日κ至っているのであ
る。そして終戦後地方教育の自主性確立乞白書しで発足した県教育委員舎は箭
記重点目標の一つにこの問題を:再び取D上けたのである'心
さてこうした複式学紘をもっ小規模学校の教育が向上するためには，如何怒
る措置をとらねばならないか。この重要課題に対処するには，唯，徒らに机上
の思考や散発的な視察観察ではこれをよくすることはできない。このためには
先す根式洋扱をもっ'/J、規模学校の実態を把ぇ， ¥，それはいかなる制約を受¥'1，
いかなる陸路に悩みつムあるかJを把握し，その上に立ってt対策を講じ主主げれ
ばならないことは論を侠たないところでるる。開題を把えてその対症療法乞講
守る科学的研究こそ今後我kの特に意を用いなければならたいことであると共
にゑ教育研究所の基本的な使命をわれわれはこ与に求めたいと，思ろのである。
もちろん小規模学校の経営は単式学校のそれと比較し七不利な僚件が多し
なかんづく地域社会の自然的文化的な諾命脈句がらの複雑性困難院は，改めてこ
.ur:.述べるまでではないことであlJ，この研究の前進K様たわる幾多な困難ば
予想せぬでもないけれども，困難とかヲ未開拓といろことで扶乎傍観のできな
い重要且つ緊急左要する問題でるる。我々はこれまで行われた先進研究所の研
究を基礎として更にその上に一歩積み重ねたいと念願してこの仕事をはじめた
のである。
一方全国的に援式学殺をもっ学校の割合を見ると次の表の如くであるが， 一
見して新潟県を含めて東北地方がイ世向島方にくらえて多いことがわかる (第 1表
参照)。このことがたまたま東北地区教育研究所の会議に問題となt，.共同研究
の提案が出されたのである。各教育研質所ともその研究の重要性に鑑み"各県
の特殊事情の上に立って，この研究の推進をやり，その研究成果の交換を話し
合ったのが昭和26年秩のことであった。爾来岩手・北海道の先進研質所では，
この問題に着実に真剣に取b組んで3きられるのであって，われわれもこれら研
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現所K伍してこの研究を進めることとしたのでるるが，これが木県に去りる複
式教育の調査研究計画に外的要闘として加わってきたこどは事実である。
以上わFれわれが複式教育の研究を取り上けるに車った経緯を極めて概括的f'C
述べた。このことについて詳しくは 12複式教育調査の意義と目的JV'C.述べる
こととしたので，その章から諒解していたどきたいと，思う。とtcかくわれわれ
は複式教育振興への一段階.として，更陀この商に関する調査研究の一事例とし
て今後複式教育の研究が掠穿発展し，複式教育が世論の表面に正しく位置して
脚光を浴びんことを祈念しつ Lこの研究と取組んだのである。われわれがいか
友る思考を計習で， いかなる方法によってこの研究を進めたかは， 2.複式教育
調査の意義と目的以下に詳しく記述した。大方のど批判とど叱正を期待する。
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(附 1)' - 県下複式学級をもっ学校の名簿
く昭和26年 4月30日現在〉
小学校の書B
都 市| 学 校 名
北浦原郡 | 堀越村 姻越小 大平分校
松ケ崎浜村 松浜ノj、 下山分校
佐々木村 . 佐 h 木小 烏穴分一校
赤谷村 手宗谷小 飯豊Z鉱山分校
‘ 紫雲寺村 紫雲寺小 大島分校
松塚村 村松浜小学校
中蒲原郡 庄瀬村 庄瀕小 第 三 分校
白根町 白根小 鯵潟分校
小林村 戸頭小学校
橋回村 橋周小 脊沢分校
川ザ|勾村 . JIj)j IJ、 上杉川分校
E 
周 同 高石分校
曾野木村 丸潟小学校
商務原郡 内野町 内野小 上新田分校
同 向 下五ナ嵐浜分校.
さ昼間村 竹野町小 稲、島分校
鴻浜村 浦t浜小学校
禰彦村 矢作小 大戸 分校
吉田町 吉田小 下中野分校
四ツ合村 閉ツ合小 来校舎
同 間 烏方校舎
同 同 北校舎
大原村 大原小学校
月潟村 尚道小学校
松長村 松長東小学校
燕 町 3熊西 ;J， 花見分校
南蒲原君s 図上村 田上第一小 積場分校
同 図上第二小 保明分校
長沢村、 長沢小 守 駒込分校
森町村 森町小 名下 分校
‘ 同 同 早水分校
同 同 笹掘分校
同 同 古ケ平分校
箆峠村 飯田小 曲3Ji..分校1
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郡 市| 学 校 名
商務原郡 中之島村 三沼小学校
ー見附町 見附 IJ、 鉢伏分校
l 中之島村 西所小学校
東蒲原郡 星差笑村 壁爽小 突川島分校
間 同 実川分校
小川村 栄山小学校 ， 
同 鳥井小学校
J:-僚村 上臨小 払川分校J
問 同 雲前寺分校
西川村 重量川小学校
同 西川小 鍵取分校
同 同 神谷分後
東 )1 村 七名小学校
同 同 大倉分校
三川村 三川小 中野沢分校
.問 綱木小学校
同 金山小学校
a 下僚村 、五十島小学校
同 、 よ戸谷波小学校 -ー
一 島 者百 来迎寺村 神谷小学校 、
塚山村 武谷小学校， 
大積村 ，大積，IJ、 千本分校
Z 同 同 三島谷分校
西越 ，村 西越小 相関分校
古 志 郡 六日市村 横浦小学校
上北谷村 よ北谷小 w霊草分校
下塩谷村 熊袋小学校、
同 川谷小 学校. 
入東谷村 吹谷小学校
同 栗山沢小学校
荷項村 一之貝小 軽井沢分校
同 比礼小 学校
西谷村 F森上小学校
半蔵金村 半旗金小 田代分校
太凶村 竹之高地Ijx学校
竹沢村 竹沢小 桂谷分後
山本村 乙吉小学校
新組村 新組第?小学校 ， 
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市 | 学 校 名 .
古 志 郡 東竹沢村 箆木小学校
同 芹坪小学校
同 同 芋川分後
葉山村 塩谷小学校
同 同 十二平分校
問 木沢小学校 、
上北谷村 上北谷小 土ヶ谷分後
北魚沼郡 小千谷町 池ヶ原小学校
同 片貝小学校
同 二俣小学校
;減 川 村 時水小学校
同 山谷小学校
千田村 千谷小学校
. 同 鴻巣 IJ、学校
， 川弁 村 川井小学校
同 同 内ケ巻分後
同 同 冬井戸屋分校
図表山村 回麦山小 小高分校
3 
同 同 山ノ;相川分校
川口村 和南津小学校 、
姻之内町 明神小学校
同 電光小 小苧川分後
P 同 問所小学校、
湯之谷村 折立小 腐之巣分後
同 同 浪拝分後
薮神村 羽.}II小 中子沢分後
広瀬村 下僚小 7k沢分校
閑 滝之叉小学校
- 同 小平尾小 学校同 同 越叉分校
須原村 須原小 赤土分後
上僚村 高倉小学校
同 問 二分分校
同 福 山小 学校
入広瀬村 横根 小学校 、ー
同 同 苧鞘分校
同 大白川小学校
曇
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学 l校 名
中魚沼郡 十 日町 大池小学校
同 同J 赤倉分校
同 同 ， 軽沢分校
B 
中{傑村 新座小 三つ山分校
同 飛同渡第一小学校
同 池谷分校 e
同 飛渡第二小学総
同 同 積木叉分校
¥ 岩沢村 小土山小学校
同 大崩小学校
真人村 兵:人小 苧坂分後
， 同 若栃小学校
同 同 市ノ沢分校
同 北山小学校
イ山田村 中仙田小 問所分校
同 イ山田小 高倉分後
， 同 問
へ
小脇分校
F号 白倉小学校 、
音田村 吉ー田小 樽沢分校
. 問 真岡小学校 -向 名ケ山小学校
‘ー
外且丸村 外丸小 縄問分校
上郷村 大井平小学校- 同 同 中子分校
同
白匂
宮野、原小 出浦分校
問 上回小学校
同 . 同 問中分校
芦ケ崎村 芦ケ崎小 芦ケ崎分後
同 同
' 
/J、下占禁分校
秋成村 秋成小 第一分校
同 同 第二分校 l
2 r 同 同
、‘ 第!三分校
同 同 第四分校
中深見村 田所小学校
同 同 大場分校
倉俣村 倉俣小 小出分校
， 、 同 同 雑木山分校 、
田沢村 高道山小 . 角関分校
問 同 土倉分後
i信弘
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郡 市| 学 校
4 
名
中魚沼郡 7k沢約 71<沢小 大黒沢分校
同 馬場小
， 
珠国分校
六筒村 月末畑小学校
悶 - ニッ屋小学校
問 同 境之文分校
川治村 八箇小学校
南魚沼郡 三国村 三園小学校
同 同 浅良分後
三俣村 三俣小学校
. 土待村 土櫓小 旭原分校
塩沢町 樺之沢小学校
同 栃窪小学校
中之島村 舞子小 奥添地分後
上田村 第二よ悶小 潜水分校
六日町 大月小学校
大巻村 野田‘小学校
薮神村 後山小学校
問 辻叉小学校
浦佐村 五倍小学校
話リ 羽 郡 高田村 高田!j'、 盛岡分校
鵜 J!J村 鵜川小 潜水谷分校
石黒村 石黒 /J、 絞畑分校
同 同 居谷分校
高郷村 門出小 中後分校
開込 同 同 容合分後
同 栃ヶ原小学校
同 、 附之町小 後之辺分後
同 岡田小 出倉分後
同 桐谷小学校 、
同 両 三桶分後
上小国村 増田小 山野田分校
悶 森光小学校
同- 主会米小学校、 . 
千谷沢村 千谷沢小 脊沼分校
田尻 村 鏡里小学校
問 王手井小学校
東顎域郡| 山 平 tt 北山小学校
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郡 市 1__-学 校 名
東頚滅郡 山平村 北山小学校
同 同 1必平分校
同 同 四代分校
同 蒲生小 寺田分校
問 同 儀明分校
松代村 松代小 菅刈分校
同 同 蓬平分校
同 ， 同 小屋丸分校
同 同 下山分後
， 同 同 池尻分校
、 ，同 、潜水 小学校
同 同 桐山分後
同 伊沢小 海老分校
同 同 滝沢分校
経之山村 坪野小学校
浦田村 浦田小 中立山分校
同 関 黒倉分校
，J~ m.村 沼木小学校
同 行里子小学校
教 村 字海小学校
同 高尾小学校
同 牧 窓口分後. 表旦村 伏野小学校
中頚城郡 米山村 銚崎 tJ、 上総分校
柿崎町 七ヶ小学校
大報提村 大湊小 松橋分校
明治村 明治東小学校， 
古 川 村 . 1滋穂小学校
源 村 川谷小学校
同 源 -水源分校
関 山 村 桶海小学校
名寄山村 名香山北小 赤倉分校
矢代村 矢代小 旭分校
中郷村 rl'郷小 板橋分校
同 片貝小 大消水分校
関山村 関山小 十文字分校
金谷村 黒 田小 儀明分校
同 同 塩持浴分校
、 同 問 後谷分校
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都 市 | 学 絞 名
中頚主主君日 金 谷 村 飯 下正善寺分後
量豊葦村 土路小学校
氷 上 村 古木小 川上分後
板倉村 山 部 小 孤立分後
平丸村 平丸小 寸分道分校
7.K原村 7.K隊小 小濁分後
櫛池村 櫛池小 青柳分校
有 田 村 中猿屋小学校
津 有 村 戸盟主回 小 第一分後
阿 同 第二分校
米 山村 笠島小学校
同 大平小学校
燥 川村 下牧小学校
金谷村 中ノ俣小学校
春日村 春日小 上正善寺分後
豊重ま村 長聖葦小学校
西顕城郡 -名 立村 不動小今校
磁部村 徳合小学校
同 仙納小学校
同 大 j問小学校
同 藤崎小学校
同 百 )1小学校
能生谷村 高倉小学校
問 川内小 学校
同 西宮E生小学校
上早川村 上早川 小 湯川i内分後
西海村 全長海沢小学校
同 市野々小学校
根知村 蒲池小学校
小滝村 lお之幼小学校
問 同 大所分校
今弁村 今井小 菅沼分校
同 須沢小学校
青海町 橋立小学校
よ路村 よ 絡小学校
岩 鉛 関谷村 安角小学校
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郡 市| 学 校 名
岩 船 務l 関 谷村 沼小学校
同 金 丸小学校
保内村 保内小 見付分校
金屋村 金屋ノj、 名劉内分校..' 
女川村 女川小 図表分校M降
同 Jl 北小 上ノ沢分校. 平 本本村 平 林小 小岩内分校
同 牛屋小学 校
山辺塁村 山辺墨小 山間分校!
同 門 前谷小 大栗田分校
三面村 茎太小学校
同 同 三商分校
宣富越村 長津小学校
同 同 柳生戸分校
高根村 高南小 薦川分後
境野町村 境野町小 萄.葡分後
大 }IJ谷対 大川谷小 荒川口分校
~11 俣村 小俣小学校 、
同 中継小学校
同 同 山熊割分校
同 雷小 学 ・校
同 同 大 代分校
下海潟村 寒川小 分川分校
同 桑川小学 校
男宅島浦村 粟島浦小学校
同 同 釜谷分校
佐 波 続1 二見村 二見小学 校. 
同 大高小学校
畑野村 小倉小 猿八分後
真 野村 真野小 金ー丸分校
同 同 竹 田分後 噌F
同 同 ，背 合 分校
同 静 山小学校
西三川村 西 三 Jl小 笹川分校
同 小村小学校
同 大小小学 校
小木町 小木小 寸法撒分校
目
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、
君官 学 校 名
佐 渡 郡 小木町 小木小 弁坪分校
同 宿探木小学校
同 深浦 小 学校
同 同 関J平分校
同 同 沢崎分校
羽茂村 羽茂小 大石分校
同 犬海 小 学校 -、. 赤泊村 赤泊小 第 一 分校
問 同 第二分校
同 11 .茂 小 学校
岩首村 岩首 小 学校 』ー
l司 赤玉小学校 ， 
、
， 71<.津村 野浦小学校
間 片野尾小学校 ， 
河崎村 河崎小 吾潟分後
間 河崎第二小 大 川分校
加茂村 浦 川 小学校
a・ 同 馬首小学校
同 自瀬小学校. 
内海府村 内海府小学校
同 問 北小潟分後
同 間 虫崎分校d
同 同 黒姫分校
外海j河村 外海府小学校
同 小田ノj、学校
同 北鵜島 小 学校
同 同 願分校
高千村 高千小 北分校
ョー
金泉.村 金泉小 南分校
同 金泉北小 学校
新 潟 市| 鳥屋野小学校 女池小学校
長 間 1 姉小学校
一 燦| 上 林小学校
柏 崎 枇杷島小 半国分校
よ米山小今後
同 吉尾分校
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中学 校の部
，# 
郡 市| 学 校 名
東務原郡. 津川町 海川巾 栄山分校
同 同 烏弁分校
豊突村 鐙爽巾 突川分校
西川村 西川中 神谷分校
東川村 東川中 七名分校
下 線村 寸~ j，際i玲ι 五十島分校
一 t; j干しそ苧一九*一戸中 '1' -*分後一一一一 一
古 日ま 君1 東竹沢村 東竹沢中学校
同 問 }"r坪分校
東山村 東山中 4叡谷分校
同 同 木沢分校、
北魚沼郡 小千谷町 古谷中 地ケ原分校
間安山村 関安山中 山の相川分校
a断 湯之谷村 第二湯之谷中 浪拝分後
同 間 鷹巣分校
広滋村 仏-瀬巾 掩之叉分校
上 i奈村 よ{際中 高倉分校
同 同 福 山分校
南魚沼郡 三国村 三国中学校
問ー 問 浅貝分校
中之島村 中之島中 奥添地分校
上回村 よ問中 清水分校
まま柑i 村 滋布I1 ~I.r 後山分校
同 同 辻叉分校
中魚沼郡 十 日町 十日町 rtr 軽沢分校
岩沢村 岩沢 r[1 小土山分校
真人村 真人中 北山分校
イ山田村 似l図 r[1 第二分校
w 吉岡村 吉田中 名ケ山分校
秩成村 秋成中 結束分校
同 間 税標分校
同 同 大赤沢分校
田沢村 岡沢巾 土倉分校
川治村 川治 中 7¥箇分校
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佐 渡 郡
学
高柳村
小 黒村
盛驚村
小滝村
上路村
三国村
中俣村
岡
問
問
莱島滞村
西三'}I村
小木町
内海府村
岡
問
問
外海府村
悶
l司
校
網谷中学校
小泉中
墜葦中
小滝中
上路中学校
三画中
中俣中!学校
同
同
同
粟島浦中学校
西三川中
小木巾
内海府中学校
同
同
同
外海府中学校
同
同
名
山之幼分校
分校
中静草分校
雷分校
山li:~国分校
小村分校
深浦分校
北小滞分校
虫崎分校
然続分校
小田分校
北潟島分校
く備考・〉 昭和二十八年五月現:tF.単式学校或は独立絞になった学校及び分教場
は'iRのl1!i1Jである。
1奈嫁村 村松浜小学校 庄瀬村 庄瀬小 第二分校
森町村 森町小 平水分校 中之島村・ 丙所小学後
東川村 金山小学校 下境谷村 川谷小 学校
山木村 乙育小学校 千田ゐJ '千谷小学校
上小屋村 森光小学校 吉川村 勝秘小学校
能生谷村 西能生小学校 平林村 正や霞小学校
境野町村 益野町小 萄葡分校 羽茂村 羽茂小 大石分校
高 i'村高千小 北分後
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2. 複式教育調査の意義と目的
2.1 複式教育調査の意義 ず
2.1.1 県下小掌校教育課程調査から
昭和26年度実施の県下小学校の教育課程調査は対象が!県下IJ、学校全般であっ
て，特f昨夏式学級をもっ小学模(以下複式JJ、学校と略称するJについての調査
E註め
ではたもいが，この調査で代表見本校として抽出された205校の中K含まれてい
る学経ー.複式々々を校Kついて，そこに現われた教育課程構成運営の実態につい
て述ペてみたい。
，なぜならぽ，この県下小学校教育課程調査の結果が，複式小学校の実態を究
明し，この教育の振興をほかる必要性を痛感するK至った一つの要因であった
からである。
また見方を変えて言 うならぽ，複式小学校の調査もまた教育課程調査の一環
と見たしてよく，県教育基準菜作成への有力主主資料となるのである。
県王小学校掛育課程調査の第一次調査で，代表見本校として抽出された205
桟(分教場も数えると248校となる〉中，複式小学校は分教場も含めて数える
之78;佼でるった。ごり7.8校が全県的にみて，複式小学校の代表見本校と考えて
よいかtうかp このこ2こは，これから行う結果の解釈に重要主主意義をもってく
る。われわれは次の検定の結 果，この抽出でよいといろ確信をもったのであ
る。すなわち
，. .!総 数 I .複式小学校 '1一複ふ-式小学数校 XIOO 
全 県lEー草E野ci)1附| 一却卜 31.51% 
抽出校| 習)加l葬震若)78 I 31.45% 
誤 差 0.06% 
(駐2)当教育研究所私要第三集小学校教育課程実態調査一第五掌隷査対象絞り決定
・…54頁-62貰
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さてそれでは，こちして抽出された複式IJ母校の教育課程構成運営の実態
(tt3) 
は，次I'L示す第2・第3表の通りであった。
なた，これを一般の単式イ母校と比較してみると， .次のよをである(第4表
第 2図)
これらの表や図からは，見方によっていろいろのことが言い得ると思うがp
とにかく複式小学校及び分校が一般の単式イ母校と比較して多くの点において
見劣りがするという事実は，否定することができ.まい。
校舎及び一学叡平均児童数はIJ、規模学校低E1J条件はよいりれども，G校舎陀つ
いては中学と同居かどうかぞいう点においてであってP 校舎建築や内部の施設
については， この限りでは主主い)研究指定校 ・実験学校，学粧数，有資格者数
主事等訪問回数，研究授業，公開研究会，自校プラン，教育課程構成手続，類
型，児童会，学較文庫 ・図書館，時間配分等にたいては，いす京れも一般の/上単
校より劣っているのである。特に教育課程構成状況は金項目ともで般単式小学
校より劣っている。このととは複式教育課程の困難性と共に， これをいかに実
.施すペきかの十分な研究が行われていないことを物語っていると見ることがで
をよろ。また学級数が少たいということは，教員数の少ないことを示してた1，
これは有望者絡者の少友いニとと考え合せて，行政 とーまた校内研究体制上大きた
〈懲り
問題として残るものである。さらに研境指定校及び実験学校が複式tJ母校にた
いて皆無で、あるといろ事実はp 今までこの方面への研究指導行政が行き届いて
い君主かったことを物語っていると解釈しても大き放課りではなかろう。
主事等訪問回数の不足や公開研究会の不足は，はじ占う県教育の重点が一般単
式学校に置かれていた結果からをていると思うが，さらにこれら複式小学校が
僻遠の地、に在札地域的I'L封鎖された社会であるのではないかという予測が成
P立つ。これらのことは今後の調査によって明らかにされる必要があろう。
以上のことは，さらにこの処理結果を五段階に分類してこの状態をみるとー
(註3)点数表示による実態の処理は，当教育研究所和要第三集 138頁以下のところに
説明があるので参照 してほしい。
{註 4 ) 県教育委員会はとの行政上の欠陥に着目して，昭和2~度特に指導怠点目標に
僻地教育の扱輿を耳支P上げ，研究指定校を設慣した。 ……本和要1.緒言
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第 2表 複式学級をも っ
「 カリキユラム稽成に関する客観僚件
1:1:li i l引:1議lz性 研究費 ー 等事主訪間. 男日
178 。 3 。 6 。。 6 。 2 6 2 
115 。 3 。 6 。 6 4 2 6 。 2 
177 。 6 。 6 。. 6 4 2 2 6 。
110 。 3 2 、6 。。 4 4 4 2 2 
1 ~3 。 3 2 6 。。 6 6 2 。 2 
176 。 6 。 6 。 6 6 4 4 6 。
149 。 6 。 6 。 6 6 4 6 4 。
159 。 6 。 6 。 6 6 。 4 4 2 
168 。 6 。 6 。 6 6 21 2 4 2 
109 。 3 。 6 。 6 4 2 6 4 2 
114 。 3 。 6 。 6 6 2も 6 6 2 
148 。 6 。 6 。 6' 4 2 4 6 2 
122 。 6 。 6 。。 6 。 6 6 2 
126 。 6 。 6 。 6 4 4 2 4 2 
11 。 6 。 6 。 6 4 4 4 4 4 
175 。 6 。 6 。 6 。 2 6 2 
123 。 3 。 6 。 6 。 6 2 
169 。 6 。 6 。 6 6 6 4 2 
161 。 3 。 6 。 6 6 2 6 。
131 。 3 。 6 。 6 4 。 6 2 
162 。 6 。 6 。 6 4 6 2 。 2 
160 。 6 。 6 。 6 6 2 4 。
132 。 3 。 6 。。 6 。 2 2 
一可。| 4 。208 I 0 。 2 
210 1 0 2 2 
4 
301 2 
407 。 。 6 。 .6 2 6 。|2 
410 。 。 6 。 6 2 6 6 2 
409 。 6 。 6 。 6 斗 6 6 61 2 
404 。 。 6 。 6 6 。 2 4 4 
408 。 。 6 。 6 6 6 6 2 
403 。 。|6 。 6 4 4 .2 2 
i 
g 1 . ~ I g 1 ~ I :j il 2 515 2 .520 i 。
ω1 1 61 41 2 
。 1 4~竹 : 1 オo I .97 I 0.11 I 6.00 。(ペペ 3田|ぺ九 回o I 5.21 I 4.74 I 2.84 I 3.34 I 4.05 I 1.79 
く能:カ 9キユラ ム類型については'1'1のある学校はその類型が甚だあいまいな表現を
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-独立の小学校く38カ校〉
「一一ーカリ キユラム徳成紋混 一一ーで一一「
研
; 12|計 |;|;12lJlili|;i;|箭
. 
授
2 4 。31 E E 。 2 。 6 3 。1 。。。29 B D 。 4 。 '6 3 。13 。。。32 E D 。 4 4 6 3 。17 、 4 。。31 E D 。 4、 。 6 6 。1& 
4 o I r 。31 E C 。 4 4 6 6 。20 。。。38 D E. 。 2 。 6 。。 8・
2 。。40 D E 。 4 。 6 。。10 
2 。。86 D E 。 4 。。。。 4 
2 。。86 D B 2 6 2 6 6 6 28 。。。33 E C 2 2 。 6 6 6 22 
2 。O' 39 D D 2 4 4 6 。。16 
2 。 2 40 D B 4 2 4 6 6 6 28 
2 。。34 D C 4 6 2 6 6 。24 
2 。。36 D D 4 2 。 6 6 。18 
4 。。42 C C 4 6 。 6 .0 6 22 
4 。。34 D D 4 ワ 2 6 ヨ 。17 
4 。。
345  D C
B 6 己 2 6 6 。26 
4 4 。 C 6 4 2 6 6 。24 
6 。。37 D B 6 4 4 6 6 3 。26 2 。 2 35 D D 。 2 2 6 。13 
2 6 2 42 C D 4 6 2 6 。。18 
4 。 2 38 D -c 6 6 。 6 6 。24 。。 2 21 E D 。 4 。 6 3 。13 
Z |E |E | 36 I D I C o I 23 
0148lciD| ~， I ‘ ~ l 16 2 I .37 I D I  1鼻
2 。。33 E 。 4 2 6 。。12 
6 。。42 C 。 6 2 6 。。14 
2 。。44 C C 4 4 4' 6 3 。21 
4 4 。42 C 4 2、 4 -6 3 。19 
2 2 。46 C 6 4 4' 6 6 。空8
4 。 2 37 D 。 6 。 6 3 。15 
。1 U lgjt l 
4 22 
01 34 I D I A 6 34 
2 .441CIC 6 24 
川CfDl 13 
100 34 |田iぺ74iml四|田|柵
2.63 0.89 0.47 137.03 2.37 1 4.00 1 1.95 1 15.84 1 3.6.3 1 0.79 118:58 
'-; 
していたものである〉
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第3表 複式学散を
r---- カリキユラム構成に関する客観候件
番分 研 校 学 一 複 ti!;!2 判:1今i. 級数号校 突 dF2 b 部 式。 6 。 '6 。 6 2 4 2 2 。
2 。 6 。 6 。 6 6 4 。 2 。
3 。 6 。 6 。 6 。 4 。 2 。
4 。 6 。 6 。 6 。 6 。。。
予 。 6 。 6 。 4 2 2 乞 。。
6 。 6 。 6 。 6 。 2 2 。。
7 。 6 。 6 。 6 2 2 。 0 2 。8 。 6 。 6 。 6 4 2 。 。
9 。 '6 。 6 。 6 。。。。。
10 。 6 。 6 。 4 2 2 2 2 
1 ・
1 。 6 。 6 6 2 2 2 。
12. 。 3 。 6 。 6 。。。 2 
13 。 6 。 6 。 6 。4 6 2 2 
14 。 6 。 6 。 6 6 6 。 2 
15 。 6 。 6 。 4 2 4 4 2 ・ 。
16グ 。 6 。 6 。 4 ;2 2 2 2 
17 。 6 。 6 。 6 2 2 。 4 。!
18 。 6 。 6 o 6 。 2 2 6 、
19 。 6 。 6 。 6 2 4 2 6 。I
20 。 6 。 6 。 6 。 4 2 2 。
21 。 6 。 6 。-4 。 4 2 2 
♀2 。 6 。 6 。 6 。。 2 2 
23 0 6 
。 6 。 6 。 6 2 。。
24 3 。6 。 6 。 ヰ 。'2 。25 。 6 。 。 4 。 o l' 2 2 
26 。 6 。 6 。 4‘ 4 4 4 2 。
之7 。 6 。 6 。 4 。 2 2 2 
28 。 6' 。 6 。 6 。。 2 2 
29 。 6 。 6 。 6 2 2 。 2 
30 。 6 。 6 。 6 。。 2 2 
31 。 6 。 6 。 4 2 4 。 2 
32 。 6 。 6 。 4 。 2 。。
33 。 6 。 6 。 2. 。 6 2 。
34 。 6 。 6 。 6 。 6 4 6 。
35 。 6 。 6 。 6 2 2 2 2 。
. 36 。 6 。 6 。 2 。。。。。
37 。 6 O. 6 。 6 2 2 。 2 。
38 。 61 。 6 。 6 。 2 2 2 。
t 39 。 6 。 6 。 6 。 2 2 。。
40 δ 6 。 6 。 4 6 2 。。。
計 10: 1引卒均 2I 5.8 :12i 。「「10 ・5.2I 1.4 I 2.7 1.4 I 1.7 I 0 
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も 'つ 分校
-"if カリキユラム構成状況 「
???
?? 。 ， ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?? ?
?? ? ? ? ? ? ? ?
?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
?
??
?
?
?
計
? ? ? ? ? 。 。? ? ? ? ? ? ? ?
24 
18 
22 
34 
28 
16 
24 
24 
24 
32 
1，018 
?? ?? ?? ?? ?? ?
?
?。 ? ? ? ? ?
???? ? ? 。 ? ?
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
?? ?
? ?
ゅ ?
? ?
??
??。 ， ? ?
?? ? ?
25.5 
?
??
??
? ?
???
????????????????
?
???
?
? ?
??
?
??? ?
??????????????
???
?
，?
?
?
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? ???? ?????????
???
?
?
?
??
?
?
???
?。
?? ? ????????
??
? ?
???? ? ? ? ? ? ， 。 。 ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
?
?? ? ?
?? ????????
??
? ? ?
????????
?
?
?
??
? ， ， 。 ， ?
?
?? ? ， ? ? ?
?
??
? ? ? ? ? ?
?
? ? ?
? ? ?
? ?
?? ? ?
??
? ?
???????????
?
??
?
?
?
?
? ?
?
???
?
?????????
?
????
???
?
?
??
???
??
???
:;!:;l: 
一一←一一一
量得4表 点数表示による総点・ 平均点め比較一覧表
I -，2l雲L215l
? ? ? ?
? ?
?
。
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
??
?
?? ????
?????
?
?
?
???
?????
?
?
ー
?
? ?????????????
??
?
ぃ???? ??? ?
?
?
??
?????
?
???????
??????
?? ?
?
????
山f総点
村lヰL均
sr. (総点
持¥;平均
平f総点
村t平均
漁f総点
村l平均
町(総点
l平均
¥ 
漁「総点
村l平均
町(総点
l平均
一首1・総点
l平均
61 363 
12 I 126 
0 . 5: 4.8 
24 1日8
0.5'i 4.5 
o I 4.5 
12 I 132 
40 
2.8 
???
??
ぃ?
?
??
?
? ? ? ?
? ???
?
?
，??
?
?
? ?
?
?
ー
??
? ??
?????
?
???
?
?
?
?
??
?
??
?
?
?
? ?
?
?
?
??
?? ヶ ?
? ?
??
?
??
?
?
? ??
?
?
?
?
?? ?
?? ?
? ? ?
?
??
???
??
?
??
? ?
ー
? ??
?
?
?
??? ??
??
?
? ?
「
?
?????
???????
』
???
?
??
? ?
? ?
?
?
?????
???
????
???
?
?
??
?
?
?
?
'62 
2.4 
16 
1.3 
50' 8 
.1.9' 0.3 
70' 60 
1.6 I 1.4 
l2 I 6 
1.0 I 0.5 
80 28 I '，224 
1.1 I 48.9 
150 
72 
8β 
66 
4.7 
。;0 ?
?
??
?
?
?
?
?
??
? ??
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
? ?
?
?
?
?
?
ゅ?
?? ，
?
? ?
?
?
? ? ?
?
』? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ?
? ?
?
? ?
』? ?
?
?
? ?
???
?
??
??
?
??
?
?
?
「
?
??
?? ?
?
?
?
?? ?? ???
?
??
?
?
?? ?
?ー「??
?
???
?? っ ?
?
???
?
?
?? ?
?
? ? ?
?? ?
?
??
?
??????
?????
??
?
??
?
?
???????
?
????
?
?????????
?
?
??
?
?
??
?
?
?
???
??
?
??
???
?
??
《?
???
? ?
?
?
?
8.2 
46 18 
。 51!2 
3.3 1.3 I 58.1 
。。。
3，560 
43.5 
1，194 
45.9 
1，986 
45，1 2.8 
36 486 
40.5 3.0 
100 
4.0 
114 48 
3.4 
複f総足正
式l平均
金(総点
蕩l平均
? ?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
↑?
，?
，
?
??
??
?
?
?
??
?
???
↑?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
? ??
，??
?。
?
?
?
?
? ?
?
?
??????
?
?
????
?
?
?
? ?
?
。???????
??
??
?
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? ? ? ? ?
? ?
???????
私有録制執脱却術It.l1:1I'"4J(;JLq，) 7・177i-/レ
?????????????
??
?? ?
>t2図
L L引&ヰ扶zs
tZ四|ぷ令欽吾
6 
5 
2 
3 
4 
?
?
??
製
、
層はっきりしてくる。すなわち前記第2・3表点数表示のところKある段階の
項目のところがそれで、，これを集計してみると次の通りでるる。
1L} 'fi条自り
分
観客
A 
。
。
一般小学校
学
教
式複
第5表
205 
38 
40 
t兄
-23ー
状成構
A 
。
場
複式小学校
教分
きt3白
u弘氏的刑判 {則氏状，[.)
'泊 守0
60 60 
50 
伺V -1(; 30 3C 
10 
ヒ B A E 0 C B A 
第3図をみると，最大頻数値の山が一段階今れてゐり，A. Bの段階が皆無
か或は僅少の頻度をと示している。特に分校K沿いて悪いことが一目で歴然とし
ているのでるる。
に)我kは県下ノj母校の教育課程実態調査の結果から，結論的ばって複刻、学
校の教育課程の構成運営がp 他と比較して箸しい見劣りがすることを発見し
た。しかしこれは県下/J母校全般の中にたいて，複式小学校とノj母校全般と比
較しての結論でl)ってp 果してその笑態がどうであるかについての詳しい資料
はまだなかったのである。複式小学校の教育課程の構成については，さらに複
式教育課程とその運営の実際について桐り下けてみる必要があるし，またそれ・
らの学校の位置する地域社会との関係や学校に勤務する教職員の生活実態痔に
ついても，探く究明してみる必要はあるのではなかろうか。
， 
2.1.2 他県の研究
それならば，複式学校についての調査研貨にはどん友ことが今までたされて
-24-
、
いるであろうか。われわれはこの複式教育の調査研賞に入る前陀，先進県にた
いて今日まで行われた調査研筑を整理検討し，その七に立って，この研空を更
に前進させようと考えた。
今日まで、われわれの手に入っている限りの複式学校の教育K関する調査研究
はやいぶん遣うる。今そのさ主なるものをあけると次のと公りである。
ω 北海道教育委員会事務局調査課の「僻地教育実態調査報告」一一 (昭和
26.4.27調査)これは昭和25年度K調査したもので，会道984校について
の資料をまとめたもので3 その主たる内容は，①自然環境(学区・気象状
況・災害状況・生産別筈!J含)，②社会的環境(交通関係・人口動態・職業
構成・文化 ・商積の割合・構成世帯の経済状態・医療機関)，③学校教育
学経編成状況・雪害及び実災のための不授業日延数・教員状況・児童生徒 ・ー
学校経費九④社会教育の一部(親戚・結婚の世論調査・教育観 ・P・T.A
祈蕗・文化講座)等であ色。これは数多くの項目中から適宜抑摂したもの
?あると特記してあるところをみると p その他に項目も遣うるらしいがやj然
しない。しかしこの項目からうかがわれる点は僻地学校の環境安態調査で
あると言ラことであろう p
ぬ青森県教育委員会事務局秘書調査課の「僻地所在学校t'1二関するー資料J
ー(昭和27年1月号)
これは僻地学校の県内の学校数とその教員構成についてのみ調査Lた資
料で2 組織的注調査にまではいっていたいようでるる。
(3) 岩手県教育研究所の「僻地指定校地域社会分析研気」一(昭和.26.27年)
この研究は僻地指定を受けている学校の外音1¥構成4条件 ・内部構成僚件を
調査し，その学校が何故指定を受ゆるI'L至ったか，またその僚件はいかた
るものであり，その学校はいかた主る教育をしているや〉を明らかにしよう，と
レたのそして更にそれより発展して僻地指定条件改訂のためには左うする
か，その改訂に対する条件の分析研ヲ'L~としている。また僻地社会の性格の
研究陀入って事長落・職業構成 ・社会奉仕機関の研究をしている。僻地指定
を受げている二三の地域をモデルとしてp 社会学的主主見地からの綿かい分
析的たケースワ』クでlあって，その努力には敬意を表するものであるると
一{5-
にかくこの研受はあくまでも指定僻地の研境，しかも二三の地区のケース
ワークといろ一つの枠の中に主甘いての特色遣うる社会的研究である。
ω 宮城県教肯研究所の「僻地山村社会の性格」ー(昭和27年2月)
僻村の代表見本として二村を選定して，その実態と教育現状を特l'L，①
教7寄組織，‘②教育研修，③教育設備，@予算，⑤社会教育等陀ついて分析
f 研脅して，その振興計画樹立への重要課顕を指摘しようとした。この研究
は僻地ul村社会に視点が向けられており，学校教育の内容そのものについ
ては視点がは守されて沿るようであるが，とκかく関心主と僻地地域l'L向げ
?とケースワーク的主主特色をもっている。
(ぬ慣弁大学学芸学部教育研究所の「複式学校の教育の特質と諸問題」ー(195
2年3月)
これは単叡・複式学校について，その意味やその特質から考えられる長
所について論じ，さらにこの学校の運営上の諮問題について概説的危所論
を述べている。
(6) 商勾県教育研究所の「県下復式学校実態調査」ー (昭和25年1月)
この調査研究は複式学校κついて，教育環境としての学校の教員組織や
教育設備の調査と地域社会の生活環境・教育関心及びその特質と児童との
φ関係を調ぺる一方，学校の指導上の諸問題Kついて，複式学校の長所 ・短
所，教育課程や学続編成上の問題を研究した相当組織的主主調笠研史であ
る。
的 大分然教育研究所の「小規模学校の調査J一 (昭和27年3月)
これは調査票と現地調査の両国より，県内小規模学校K関する笑態調査
を行ったもので，高知県教育研究所の調査研賓と同じ類型のもののよろで、
るる。
(8) 愛媛県教育研究所の「僻地児章生徒の実態J (昭幸tl27年4月)
rll村 ・漁村の類型地域として抽出'された小中学校の児童生徒の笑態を，
生角・環境 ・遊び ・宗教意識・社会的生活能カについてしらペた。社会的生
前能力としてどのよろたものを調杢したのかp くわしい資料がたいので、宇IJ
然としたいが，僻地の子供に視点を据えて，深くその生活体制に棋を打ち
- 26 
込むことは意味ある.こ止である号。
以上が大休県外に沿りる教育委員会事務局 1教育研究所の調査研究の概要で
るるが，それぞれ特色喜うる研究実績として，われわれの今後の仕事に多大の資
料を提供し，方向に対して意義ある示唆を与えてくれたのである。こうした先
進県の研究に対して〆われわれはどのよう注調査研究を進めたかKついては，
3.以下の記述K譲りたい。
たお県内においては，われわれの調査と前後して設置された僻地教育振興策
に基ゃく複式学校の研究指定校を中心tとその研賓が展開され，幾多の寅い資料
や研究成果が報告されていることは周知のと治りであ t，.ここに一つ一つ記述
しない。この研究資料に基歩いて地域に即した複式教育課程を構成した地域及
び学校も数校にのぼっている現状である。
2.1.3 複式教育調査の意義
2.1.3.1 程式とは
われわれがこれまで、「複式学級をもっ学校J，或は「複式学校」という名称を
使ってきた学校とはどのようた学校を言うのでるろろか。このこと陀ついて
は，金く不聞にして記述してをたので'a?るがF 複式教育調査室取Dよりるにあ
たっては，まデ、この概念を明らかにする必要がるる。
「復式学校」という名称は，現行教育関係法規のどこにも規定されてい主主
い。ただ一般時学校vr:.:iなける学級編制陀3ないて，複式の形態をもっ学放を含ん
でいる時，去の学校を「複式学級をもっ学校Jと言つてなり，それをー略称して
「複式学校Jと言っているK過ぎたい。それ主主らば複式学綾ということは規定
されてbるでるろろかD これ陀ついては複式学級という名称は使っていない，e-
〈詮め
れども，学校教育法施行規則第19僚に3ないて，この規定がある。
この規則第19僚によると小学校の学J説は同学年の児童で編成することを原則
(註 5) 学校教育法施行規則第19~袋
「小学校の学級は，同学年の児童で編成すると主を原貝IJとする。但し特別の場
合においては数学年の児童を一学級に編成することができる。
全校の児主主主一学級に編成する小学校はこれを単級学校とし，ニ学級以上に
編成する小学校は乙れを若手級学校とするJ
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としてP その特別措置に複式をみとめ更に全校児童を}学紐に編成している小
学校を単級小学校と名称し，二学級以上をもって編成する学校を多紐小学校と
名称している。 この規定からするとs 会児童をー学紐に編成している分校は，
これを単級学校とはみと占うていないので，後で示す数表でもわかるとおり，
G住6)
l県下の小規槙小学校にたいては主将級学校は存在したいことKたる。われわれが
複式教育を取り上ける時， 単組 ・被式学校と称さたかった理尚はここにまうる。
しかしたがら実際には本校ぷ P数里も尚tれて単級編成をしている分校は単級学
校と性俗的K大きな差別をつけられない状態κあるのである。
以上の如く数学年の児童を一学級に編成する，いわば被式編成の学級をもっ
ている小学校を複式学校と略称しているのであるが，学校教育法施行規則κは
その通りの名称が規定してなく止も，そのど主旨から考えて「復式学校J主主る!略
称は認めて差支えたいものと思う。たお複式にはその編成の仕方KよってP 主挙
級複式 ・多数俊式p 或は二治学年複式 ・三おや年腹式p 或はまたこ部複式 ・三部
俊式という よーうに区別して通称していることは周知の通りであって封言を要し
まい。ただこ，~でひっかかりをともつものは， 施行現則に;公りる原員Ijであって，
これによれば学級は同学年児童で、編成することを原則としている。従って複式
f編成法余儀主主くとる臨時的措世という意味での変則として通念的κは受りとら
れる。この変則は教育のあり方を公置に考える時，果してそういう意味で、の変
則なのであろうか。学設を解体して能力別編成をする学校すらあらわれている
今日 p この「特別の場合Jは余儀たくとる措置としての変則とFUとってはな
{ … 吋… …力的にこれを解…たいと … 
E 拭このー事からすでに白眼視される可能性が多分に追うる。われわれの実施ずる
い呈式教育調査の怠要視点の一つ吃，この問題があるごとを朋言己して烏きたい。
2.1.3.2 複式学校の現獄
それならば以上の規定からする複式学校は祭下にどれ段差うるのであろうか。
次の表から読みとっても らいたい。(た.:J;;-，県教育会員会としては教員定数や予
{滋6)小規模ノJ、伊絞ーーとこで称する小規模小学校とは一校主学級以下の学級編成を
している小学校を総称しているのでp 実質的には複式学級編成をしている小学
校である。
-.28 -
?
? ?
?
。? ? ?
??
? ? 、
? ?
??????????
?
? ? ? ? ? ?
?ー?「?
?
???。??
??????
。???
?
，??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
??
?
〉 ?
?
、
?????
?? 〉 ? ?
??
、? ?
?
?? 」 ，
?
???「??????
? ?????，
?
????「?「?
?? 、?
??
?。?
?
?
?
? ?
?
?
?
? ? ? ?
?
?
??
?
? ?? ????
?ー?
?
?
? ? ? ?
???
?
?
??
?? ?
?
? ? ?
????
?
?
「?
?
?????
???????
?
??????
?
17.86 
0.75 
1.14 
1.70 
3.10 
3.19 
10.38 
17.37 
7.40 
19.03 
7.05 
18.22 
5.11 
11.56 
12.19 
6.74 
26.4.30現在調査課調べによる
4.5ラ
15.18 
25.82 
12.29 
29.68 
27.51 
1.28 
2.27 
2.56 
6.46 
11.63 
23.57 
9.01 
18.51 
19.27 
11.19 
26.56 
43.141 
27.5¥到
39.58 
49.05 
57.97 
8.33 
6.67 
20.00 
37.50 
12.50 
32.81 
49.67 
34.23 
57.14 
※学校数の比率は全学校く本校十分校〉に対する複式与校〈本校+分絞〉の育分半である
※( )内C学級数，児童委主は現在複式に編成されているもの
※学級数，奥定数は派出場を合む
※学級数は各学校の実状に合せて現に実施している数字であって必ずしも規定によっていない
? 。? ??。 。? ???
??
? ?
??????????????
??
???
?????
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
???
?
?
? ? 〈
????
? ?
?
?
???
??
?
? ?
?
?
?
????
???
?
?
?????? ??????
? ? ?
? ?
???
?
?
?
?
?
?? ?
??
?????
?
?
?
?
?
? ? ? ?
?? ?
???
?
?
?
? ?
??
?
?
?
???
???
。??
。 。 ，
?
??
?
??????
??
?
?
? ? ?
?
???
?
??
? ?
?
?
?
ー ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???????????????
?
?
?
?
?
?
? ? ?? ?
?
?
?
「?? ? ?
?
??
???
???? ?
?
?
?
??
?
? ?????????
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
? ?
?? ???
?
?
? ???????????
?
? ??
?
?
?
?
?
??
?
?
??
????
?、??
?? ?
?
?
?
?
???
?
? ??????
?
???
??
?
?
?
?
?
?
??
?
? ?、 ?????
? ? ?
?
??
?
?
?
??
?
?
』?
?
??
??
?
?? 』??
?
? ?
?
?
? ?
?
? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
?
???
? ? ? ? ?
?
? ? ?
?」?
↑
???
??
? ??
?
???
?
? ? ? ? ? ? 「
?? ?
?
??
??
? ?
?
? ?
????
??
?
??
?
? ? ? ?
??
?
?
??
??????
1051(708)1 
1667(l498X 
1617(1224)' 
1383(.1182)1 
1803(1321 )， 
2957(2080); 
221(185) 
111(3ラ)
110(110) 
171(69) 
475(352) 
1447(1288): 
2486( 1967): 
915(834) 
2905(2525) 
釘-
数
県下複式学棟、学級、 児童数(小学校)
渡
海
{際
崎
?
? ，
?
??
??
? ?
第 6表
??????
?????
?????
??????
?????
?
???
?
" 
???
?
?
?????
??
??
?
??
??
〉??????
? ?
?
?????
?
??
?? ?
??? ォ????
?
?【
?
?
?
??
??
?
???
?
???
?
? ? ?
????
??
?
?ー
?
????
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?? ?
?
?
?
? ?
???
?
?
??
??
???
? ?
??
?
?
??
?? ?
?
「
?
?
?
?
?
??? ?
?
??
?
?
?
???
?
??
?
?
?
??
??
??
?
?
? ? ? ?
?
??? ? ???
??
iぷj12
271(237) 
110;88) 
359(270) 
45(33) 
53(34) 
19;19) 
76(56) 
212(l-63) 
338(2:20) 
1903(1417) 
会学校に対する
以上の表から県下小中学校の複式学校の芳fI市別の分布状況を知ることができ
t前7】エ
るが，さらにこれを地域別に眺めてみると次の表の左ゐりである。
第 8，表 県下複式学校地域(層別)分布状況
小 学 校 '1: ‘空戸 校
都 市 |
山村|す i吋漁村|町 |市 同 i 山村1|平村山.jl平村li漁村f!町 j市 j計
2 一I_I _bー北蒲 一一一
~r 蒲 2 3 1 ゴ_，
西蒲 2 6 3 
南浦 6 2 一 11 
東浦 16 41 _ 一 } 一 一 16 6 
三島 4 う
古志 17 3 一 一 21 4 ー 4 
事北魚 19 5 61. 30 61 - 7 
南魚 1 一 3 13 51 1 
J1 1 ー
6 
3 10 
〉むj 羽 3 17 
(註7)当研究所紀妥第一集'.".9JiJ参照
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東額
中頚 23 4! オ 321 
西頚 12 191 2 
岩船 18 日-， 百
佐渡 言l 6 40; 4: -， - 9 
新潟
長岡
一
柏
齢|づ 3j 2j 訂 d j醐
j9i」j 54 比 率 i ~3.5~ 9.42; 6.08; 11.25 
ヘ1同品，."，[ 1 
414 
8 
この表から複式学校は山村 ・換村に偏在していることが一間瞭然としてい
る。また現行指定僻地校の分布から複式学校をみると第9表のようである。こ
のことから一応結論されることは，複式学校は都市から離れた山村・漁村に多
第9表 僻地校になける複式状況
|僻地学校区分 1:鞠数JP高野間
小 く現政在令の3指23定僻地校号ーによる〉 30 1 97% 
学 旧僻地指.定校 158 25 ' 1~3 1 8411 
校 合 計 189 26 163 I 8611 
中 現在の指定僻地校 | 17 3 14 82か
学 !日 僻地指定校 | 57 22 35 61庁
校 ぷ口b、 計‘| 74 25 49 66.1/ 
! 、 1I 
263
1 51.1叫 81/
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〈偏在しp しかも指定僻
地校の大部分は捜式学校
でるるということで，僻
地教育の振興はとりも6窓
会さや複式教育の向 tを
図ら怠ければ成し得たい
ものであると言う ことに
怒る。
また複式学校を複式編
成の様式によって，これ
を分類してみると第10表
、
の如〈である。
第10表 複式学校にたりる複式学級編成 (26.4.20現在)
止 小学校 中 学 校年2複こ学式I年3・複こ学式I年4複と学式I年5複こ学式I年6複こ学式I計 年2複こ学式I年3複と式学I計
北 務 7 明 4 一 1 一
L 
中 滞 10 12 
商 言者 24 ‘・ 24 一 一 一 一
南 滞 12 4 一 17 ー 一 一
東 蒲 19 16 一 35 3 3 6 
一 島 9 1 ro 一
古 窓 44 4 50 4 4 
ゴじー 魚 56 13 2 3 う 8 
南 魚 22 1 一 2 4 6 
'i 魚 65 33 3 3 104 6 5 11 
メリ 羽 24 7 l 32 
東 顕 42 12 一 一 '. 54 一
中 頚 49 4. 3 5、6 一
西 頚 46 2 49 2 
岩 J奇 35 10 2 2 50 3 4 7 
佐 渡 64 13 2 79 7 2 9 
新 潟 '5 '・E 5 一 一 一 一， 
長 問 一 . 一 一 一 一』
一 係 3 一一 ー' 一 -3 一
桶 崎 z 3 一
音1・ 539 13ラ 14 3 8 699 32 25 57 
※数字は学級数
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以上県下小中学校の複式学級又は複式学校の分布を見たのであるが，今これ
をと小学校についてみると，県・下全Jj、学校の 31.37%カ宝複式学校であり，全県の
約3分の 1である。 これは緒言にも述べたと沿り，全面的にみても多いのであ
って，本県の教育の向上は複式学校を除外しではあり得たいということにな
る。
2.1.3.3 複式教育調査の必要性
複式教育調査の必要性については，これまでの記述から今改めて述ペる必要
もないくらいはっきPしたと思う。これをまとめて言う主主らぽ
① 県下/J、学校の教育課程調査からして，複式学校の教育の実態が一般の;J、
学校と比較して低f立にある。
@ しかし本県に沿いては，まだ複式学校の教育の実態そのものに視点を据
えて研究した資料が不十分である。
@複式教育についての関心は，全国的にも高まりつつあり，先進府県はそ
れぞれの立場からこの研筑に着手している。このことは県教育委員会設置
の主旨から堵えても意味あることであり，本県においてもこれを等閑に付
すわりにはいか友いし，また現に教育委員会の指導重点目標である僻地教
育の振興という立場からも，この研究は何等かbかたちにあいて実施され
‘なければ主主らない。
④ 指定僻地校の大部分が複式学校であるという事実から考えて，複式学校
の教育を向上させない限り，僻地教育の振興は成果を挙t対等ない。
⑤ー県下全小学校の約3分の 1:乞複式学校で占めている本県に3まいては，
複式学校にたける教育の臨路を切り開き，その問題点を究明していかたい
限札本県教育界の問題は解決されや，ちLいては県教育の向上は考えられ
たい。
ということになるが，この理由はこの調査研究の必要性を満たして十分であろ
う。
2.1.3.4 複式教育調査という名称
われわれはこのよラ主主観点から複式学校の教育について，その実態を究明し
-33-
第11表
類
.複
h 〆
学
級
校
51 41 5 
校 ?
1 
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??
499 I 
593 
4 
135 
5 
(3.70) 
13 
3 
9 
699 
32 
25 
. 57. 
よろと企図したものでああが，言うまでもなく様式学伏Id:小規模学肢であ!J-，
に主主り
従ってそうした学校をもっ地域社会もまた小さ友田舎社会である場合が多いの
しかも文化都市よりは比較的隔絶された地域社会でるる。
このようたことが学校と地域社会と乞いろいろな意味で一層関係を複雑Kた
し，地域社会の有形無形の事象が学校のるらゆる商に影響を与えているようで
ある。卑近主主例を予算"にとるならば，1::の地域社会の財政状態が一つ一つ学校
の設備備品に響いて，文化的に遅れていればいるほど，学校の設備備品に文化
的主l:ものを取り入れて児童のよりよい成長発展に資さねば友らたいのに，それ
がまるでできたいという現状である。また祭といっては学校を早退したり，仕
事の手伝からくる不平不満がすぐ学校にかえってくる。自然的た環境において
も冬季の豪雪や雨期の出水が学校を一時麻痔状態に陥し入れることも予想、にか
たくはたい。このように考えてくると，復式学校の教育を考える時に一般の小
学校より以上に自然 ・ 社会の影響を考r.~t.し，これとの関係においてその実態の
境明をやらたりればたらたいのである。
次に教師の生活態度や8条件等の生活の実態もまたこの学校の教育を大きく左
右するものでi!?!J ，児童のあD方また然白であることは言をまたたい。
このよらκ複式学校に1ないては，県下小主持交の教育課程調査のように，教官'
課程の構成運営そのもののみを突くのでたしそれが地域社会の人々や自然，
また教師・児童とどのようた関係に沿いてたされているかを，もっと立体的に
追究してみる必要がSうるのである。
説明は足りたいけれども，われわれはこうした綜合的た複式学校の教育の実
態を把えることを企図したので，その名称は正しくないかもしれたいが，敢え
て;複式教育調査としたのである。単級編成の分校ももちろんこの中に含まれる
のであるが3独立した学校の中の一つの学級として分校を見る時陀，この分校は
勢い小学校に3なける一つの複式学級編成という範時にはいってくるのである。
複式教育調査の名称は以上の考えに基づくものであって，以下この名称で記述
(匙8)γ・メPカ合衆同では地域社会a:人口2500人を援にして都市社会 (urbancom咽
n;tunity)と田舎社会 (ruralcomniunity)に分けている。最近ほとの中間的
な社会と して，都市と密接な凶係をもち都市の周辺に成P立っている秘書官共同
社会くrurbancommunity)を設定する学者もあるという。
- 36ー
していく。 、
2.2 複式教育調査の目的
2.2.1 直接目 的
この調査は本県に3なりる複式学校の教育の実態を環境的諸t条件との関係tとお
いて，構造的客観的に把握し，複式学校の教育が受りる制約にはどんたものが
あるか，モの教育の進路においてどのよう制笹路が存在するか，また教師はい
かなる問題に悩みつつあるかを究明しようとしている。そしてまたこの究明に
基づいて複式教育の振興を凶るためには3 いかたる施策が考えられるかを明ら
かlてしようとしているJ従ってこの意凶から次の目的が生れてくるの
① 複式学校の教育運営はどのようにたされているか。
@複式学校をとDまく地域斑境(自然的・社会:的 ・文化的)はどのようで
-a> b ， それは複式学校の教育にどのようた制約を与えてい~か。
③複式学校の内部構成僚イ牛(学校施設・予算 ・教師・児童)の実態はどう
であるか。これと教育運営との関係はどのようであるか。
④特に教師と複式学校教育の運営との関係はどうか。
⑤児童の状態段どのようであるか。ニれぷ複武学校教育の運営にEのよう
た制約を与えー?といるか。
4ジ、と五つの目的はそれぞれ独立したば、らぼらのものとして考えているのでは
主い。通うペまでもこの調査を企図した基不的主主ねらいから生れた統一的構造的
主主一組の調査目的群と考えているのである。県下小学校教育の安定と向上発展
を図 t，県教育基準案を作成するためには3複式教育の実態を把え，その|首j題を
究明したいでは，その意図は達成されるべくもない。また僻地教脊の張興も様
式教育を沿いて，その施策の樹立は考えられない乙とは前述のと沿bである。
このような観点に立つ時，この複式教育調査は単ー に環境的実態を把えたり，地
域社会の分析研究のみではその目的役達成することは困難である。そのため忙
伏先デ複式学校の教育運営の実態をとるえ，そこK存在する問題がどこに基悶
しているのかを究明していかたければ‘たら主主い。こちした視点から複式学校を
-31-
構成している内部・外部の附を追究し3 問題解決への健を探し求ふる態度が
必要であろう。この調査研究に沿いてわれわれの設定した五つの目的はこの線
から統』内切講造的た一組の目的群で高うるというのである。次i'L複式学校の教育
運営の実態を把えるi時に，われわれがはじめに検討し確立しておかなりればな
らない基本的態度がるる。
それは;複式学級という ものが抜くべからさ「る宿命的主主審僚件かどうかという
こどである。先に施行規則第19僚にたりる!原則について多少考えを述べ?とので
はあるが， I特別の場合」と1ハうのを一辺tfJi'L変則的崎形とのみ考え込み，正
しからざる学級編成であると観念してかかるー種の劣等感，またそう考えて邪
魔者扱いにする白眼視的態度は捨て安ちなりればたらたい。この規則第円僚は
や Lともすると友商的にそうとられる危険性がある。この点われわれはもっと
教育の本質的立場から複式学叡を検討して見怠ければたらない。
一人の教師が多数の児童・生徒を対象として教育する現在の学校教育機能か
ら，その対象をできるだり等質にしてなくことが便利たことは言うまでも添
い。しかし学級児童生徒の等質ということは，単に年令的tr.菌からだりでは認、
必られないことである。たとえ同一年令にあるこ子供でも精神的身体的に大ぎた
側人差のるることはわれわれのよく知るところ'であり，二学年三学年の差をも
っ児童をみることは品訟ではない匂進歩的な学校においては，わざわ志向学年学
級を解体して能力別に学組を編成した1なしているところさえある現状である。
とにかくこの点では単式と複式との聞に何等本質的主主差異はたいわけであ
る。従ってそこにるる教菅上の諸問題P 方法上の問題のすべてが等質の場合と
本質的に共通する問題放のでるる、。もちるん複式の場合，その個人差の開きが
単式に比して一般的により大きいわりであって，そこに桜式の特殊性があり困
難性のるることは認めたければたらたい。しかしまた考えようによっては学設
社会の営みを通して社会人を形成しようとするたら眼，構成員が等質でたい方
が必互の長所を発却し協同・連帯 ・責任の社会性を培う上にはむしろ灯-修件と
たり得るのである。.
また学習指導上からこの不等質性が問題にたるが，それは非能率性と復雑性
とからで4うる。しかしこれも従来のー宵学習の立場からの不利な僚件であlJ，
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救うことのでき放v、宿命的君主制約であろう。 2こころで現在単式学級で行われて
いるグノレ戸プ学習わ本質的たねらいから汚えたらどうたるであろうか。われわ
れは複式学級というものを新しい教育の考え方から正しく位置づけ， この上に
立って考えていかたげれぽたらたい。徒らに複式学級に対して否定的支k立場に
立たすへもっと明るい建設的主主考え方でこれを見つめ，その立場から模式学校
ーの教育運i設を気明していくべきであ為う。われわれはこのよう友基本的態度を
もうて乙の調査苛究にあたったのである。もちろんわれわれは複式編成を盆面
的κ肯定しているわりではたいが・・…-・ー。
2.2.2 間接的目的
この調査研究は直接的には複式学校の教育運営危貴明して，複式教育上旬間
題点をどのように打開してい〈か，その施策を樹立する資料を得ることを目的
としてν、るが，さらに間接的には，
@ 複式教育の実践現場陀対して，逢着している困難た問題の打聞に何等か
の示唆と資料を与える。
②実践現場の問題でるPたがら，現場に.l甘いて，現在のままでは到底打開
ずることが困難祝される問題を摘出し，実験的研気を通して現場にその資
料を提供す.る。
③複式教育調査の方法に対してp 今までの諸研究実績の上に今一段累積
し，今後この商陀対する調査研究降資したい。
というねらいをもっているのでるる。
この点に対しては少ない予算に限られた日数及び人員等で，果してどの程度
のことが期待で"きるかは甚だ疑問であるが，できるかぎ、bのことをやってみた
いと意図した。複式教育の実践現場でγ重要放問題でるりたがら，狭v、地域社
会の内熟知的主主関係から案外等閑視されている問題，或はまたー意識してはいる
が，現在の組織と環境のも左では到底友んともできないであきらめたb悩んだ
ザしている問題はきっと存在している。このことはすでにやられた小学校教育
課程調査の際予見されたことで，言い切っても過言ではたいのでもる。例えぽ
教員数が少い上に，理論的指導者・実践面での経験者が得がたいために放置し
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てある教育方針計画樹立上の根本的た問題 ・複式教育課程の構成運営上の諸問
題，学習指部上の実験的た研究がそれで，この調査研女を通して，これらの諦
問題が明らか吃されていくでるろうと思われる。
こ勺したことに対して研究所としては，ゼきる限bの便1i:を与え，奉仕する
-ことが大切たのではたかろう・か。県教育向上のために存在する当研究所の使命
から考えてもこfLは当然のことであろう。
またこの複式教育調査の方法陀ついて，われわれは基礎的研究として先進府
県の調査研究を検討してみた。その方法はそれぞれの目的の線た治って特色あ
る調査研究であってか.目すべきもので通うるが，&、夕、しもわれわれが今意図して
いる調査研究から見れば，会凶的犯満足すべきものとは言われたい。或るもの
は地域社会にその視点を向げて突込んでいるしまた或ものは複式学校の教員
組織ゆ，ぞれを含めた内部構成僚件計十数的に調査していちが， r程式学校
の教育運営はいかに通うるかoj，といろところに視点を据えて統一的構造的にこ
の教育運営を取り巻き成立させている諸膝件を把えようとしての調査研変は見
当ら君主い。高知県教脊研究所の調査研究はこの点われわれの意図しているもの
に近いのであるが，視点の据え方とその構造花3ないて全面的にわれわれの意図
しているものと合致しているとは言われたい。われわれはこれら先進府県の調
衣研究から p その優れている点を十分参考陀取担入れ3 さらにこの商の調査研
究に一つの資料実践を累積.したいと考えているものでるる。
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3. 調査の計画と経過の概要
3.1 本調査の性格
本県陀おりる複式学校の数的実態3 複式教育の現状(特に教育課程調査の結
泉)から，僅式教育の‘問題はp 本県の地域性に根ざす重要課題で、あることを認
め，前章年述べたよう'主主経緯からこの諦査研貨に着手ナることとした。この研
究の基本的立場3調査の方向については， [""意義と目的」において述べたととろ
で明瞭でるるが，調査の全体構造画定の立場から若干附言しておきたい。
3.1.1 複式教育の問題とその領域
われわれは，この調査の直接目的を次のようにあけた。
A 複式学校の教育運営はどのように友されているか。
B 複式学校をと!J~く地域環境はどのようであり，それは複式学校の教育
にどのようえE制約を与えているか。
C 複式学校の内部構成僚件の実態はどうか，これと教育計画運営との関係
はどのようでるるか。
.D 特に教師と複式学校教育運営との関係はEうか。
E 児童の状態はどのようであるか，これが復式学校教育の運営にどのよう
主主制約を与えているか。.
以上の目的からわかるように，われわれが複式教育においてF 困難を予想し問
題としてtいるのは，複式学校のおかれている，内的3 外的た特殊僚件によって
生起される教育上のあらゆ名問題をと指している正
・そしで， この内容を更に具体的に云う主主らぽ，
地域環境(自然的，社会的，文化的)の特異性t亡、よって生起される問
題，
学校の規模(学級数，学級編成，教員数)の特殊性からの問題g
以上の二点に関連して規定される学校の内部構成僚件(児童，生徒の
実態，教師，施設，経費)の特異性によって生起されるt問題，
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の三点が考えられよう。
ところでこれらの各領域におりる問題は，独立して存在するので念<，相互に
関連性をもっており，個々の問題対p 直接間接に教育に影響するだけでなく，
これが綜合されて一層大きた障害とち:っていることは，これまでの基極的研究
段階の考察を通じても、一応推察されるところである。
複式教育に関する調査研究は，既述の如く各方面で或程度進められており，
有力主主研究も少〈主主い。しかし多くは特定の目的によって企画された一面的，
部分的た研究でるって，問題の根本的解決を意図した綜合的立場か起の調査研
究にはfまとんど手がつけsられていないと言っても過言でない。われわれはこう
した未開拓の分野に一歩を進め，複式教育の会領域に視野を広け、ここから問題
を綜合的構造的に把握して，相互の関係を究明する立場をとっているのである。
3.1.2 調査研究の方向
複式数育の問題の性格，及びその由来するところを以上のように考えて，わ
れわれはi部分的ι平商的調査をさけて，-包括的，構造的把握を問題究明の基
本的態度としたことはこれまで楼k述べてきたところでるる。このためには，
複式教育の金領域にわたってその実態が先歩、明確陀把握されーねばたら主主いで疹
ろう。しかし単陀現象面における実態を明らかにするだけせは問題は解決され
たい。これらが相互にどのよ れ乞関係を持ち，教育計画運営のどこに，どのよ
ろ君主問題と去って反映しているかを掘り下けてき定閉したりればたらたい。われ
bれほ三うした外的な問題の底にひそむもの告と明らかt亡することによって，問
題解決の方向を見出そうと意図したものである。
即ち
複式教育にどのよろえE問題があるか…一 (問題発見の段階3
その問題発生の基因はどこ陀あるρか…… (問題究明の段階)
それの問題は解決されない問題なのかp 解決されるとすれば，その方向
はEうるるべきか…ー(問題解決C方向発φ見の段階)
iジ、上の三点はこの調査の企商~つらぬく一連の方向でるって， われわれの能
力，予算上の制約を十分承知し訟がらも，あえて従来の研究陀対する一つのプ
ラスを意図じながら，この調査を推し進め~ことにしだ。
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5.2計画の概要
3.2.1基礎研究
複式教育の接興が本県の地域性に根ざす重要課題であることを認め，これに
対する調査研究の1必要性主痛感して，複式教育についての既存の資料の収集に‘
かかったのは，昭和25年1月からであった。しかしたまたま昭和;25年後半工
りI 26年前半にかけては「県下小中学校教育課程調査J を実施中であり，この
調査研究にほとんどのカを集中したため，実際に複式の研究に耳元組んだのは，
昭和26年後半からといってよい。しかしこれまでの期間数育課程調査と並行し
て，
県教育庁におりるこれまでの調査資料の収集，検討
現場の実践記録，研究記最の収集整理
県外におりる関係機関の調査;研究のi収集2 検討-
等によって，本県複式教育の数的実態3 調査研究の推移を一応明らかにするこ
とができた。偽教育課程調査の結呆は更に有力た資料と研ヲtの方向をこれにJ与
えることとなったことはいうまでもない。
3.2.2第一次調査
具体的主主研究活動の構想。第一歩として，われわれは先一夕、本県複式学校教育
の現状と，そこにどのよ うた問題があるかを一応っきとめ怒りれば怒ら君主い。
基礎研究の段階で，それぞれの資料から一応部分的には推察し、たが，こうし
た推察炉基づいて，更に実際商の細部にわたる実態を包括的に明ちかにする必
要がるる。このた必の手始めとして計画されたのが第一次調査でるる、さきの
基礎研究の結果から，複式教育の全般にわたって一応問題を予測し，全県的視
野に立って，その実態を把握することにした。
調査毒自の設定は以上の立場から，総花冶令ではあるが，広い領域にわたるこ
とをたてまえとい 地ー盤跡自然的，社会的)耳麟阜出轟鴎必L児
童生徒p 職員，施i経費)極亙副教育一指導占儲導p
保陸指導の)三領域をさ考五しその調査内容は複式教育の特殊性を見出すことが
でを訟ょう配慮することにした。
?
?
これはさきの基礎的研究に対し，実態把握の段階であって，調査対象は全県
複式小中学校，小学校329吹 (み;校分校)中学校54校 (本校分校〉ーーについ
で悉皆調査を実施することとした。
調査様式は別紙の質問様式とし，昭和26年10月紙上調査を行ったのである。
3.2.3 第二次調査
第一次調査によって明らかにした間宮を更に掠め，掘り卜けるために行った
もので，これによって問題の所殺を実証的につきとめようするものでるる。
調査票による調査からは，調査結果は明らかにでてくるが，そうした現象的
主主笑態を明らかにするだりでは複式教育調読の目的を十分達成するものとは考
えられたい。ことに複式教育の問題は，その性格からいって相互に深い際連性
をともつものであることが予想され，こ うした相互関係，即ち外的制問題の底に
在るものが究明されたい限ム現象面におりる問題の真の所在を明確に把握す
るこ ととはたらないであろう。例えば第一次調査で，教育課程構成上の問題，
学習指導の問題が，地域環境の後進性にあるとしてとかるけられているが，地
域のこうした前近代性，後進性が更に内容的に掘り下i}られ，これと教育計
，サ 陶
画， 運営 とを実際に結びつυて綜合的立場から安静梯刈~..tkJ!揖越と
にあるかは明らかにされない。伶叉教育の駈路として，教師の能力，スタッフ
の問題が指摘されている。 このためには，教師の活必j函iへ更にメスを入れ教育
との関係を掘り下けていく必要があろう。
第二次調査は以上のようたねらいからp 第一次調査結果から問題の焦点をし
ぼり，調査視点を，塾2・計画，連主主主竺，これと地域的僚件，学校の内部構
成僚件との関係をと構造的に把握することによって，ここκ存挫する問題を掘り
下けて筑明しようとするものである。
調官Eの実施につνては，特に第二次調査が，その内容，深さにおいて，より
精細にわたること， 及び質的主主曲・への掘り下けを必要とするところから，抽出
見本校について行うニととし，調査の方法は紙上質問機式による調査と，現地
訪問による調杏の二段構えぜ実施することとした。
対象校の抽出については第一次調査結果に基づいて，A，地域性(農耕地率，
漁業枇帯率，)B，産業構造 (保説者の職業)C，学校の規模，被式編成， D，教
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育課程の類型， E，学絞の施設依件(教:具，備品)の五つの観点から，会複式
小学校を層化し，無作為抽出によって， 63カ校ti:7ド校30・分校33)を選定した。
ところでこの63カ校について現地訪問調杏を実施すると主主ると， 現在のわれ
われのスグツフの点からかなりの日数を要しr又腿られた予算の商からは到底
許されないことであった。このようえに調査上の副次的問題の制約から，先守63
ケ技会1怖につν、て精細主主紙上調査 (児童の知能検査，学力テスト，意識商の調
査を含む)を行うこととし，更に63~方校中24枇有酎蛸 lrて 3 この学校につ
いて現地調査を行う方法をとったのである(抽出及び調査方法については当第
二次調査計画で詳述すること陀ずる)
3.3 調査経過
昭和25年
11月 7日 所員会議において被式教育研究の必要性が確認され2 これに対
する基礎資料の収集に着手。
1月 9日 資料の収集方法l乞ついて恭議，教育課程研究室が中心Kたって
収集することにした。
12月 28日 複式教育研筑の構想、について所内で話合いを行う。
昭和26年
1月 5日 「ヌド!呆複式教育の現状及び今後の研究の構想について」発表(研
ヲt所報第1号)
1月-3月 県教育庁I'e.おけるこれまで、の調査資料の整理3 検討
1月1 日 複式教育調査を26年度研究テーマとして正式にとりるけること
IC決定(専任所員会議)
1月"'6月 県内，現場，及び県外におりる実践言e，録，研'究牧lの収集
3月 19日 「県下者育課程調査」第一次調査処理完了，引続き複式教育の
実態について検討
5月10日 教育課程調査第三次調査開始
6月 6臼 同上第三次調査終T
7 }j 6日 間と結果処理完了
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7月28日 僻地教育保興に関する庁内各課速絡会に，古同，牧回， 13:7市三
所員出席
7月30日 「教育課程調査結果からみた複式教育の実態」を教職員課へ報
-"c 
CI 
7月30日 「復式教育調査…・・・艦屈と今後の方rpJj発表(研究所報3号〉
8月 19日ー 第一刷局窓方針決定
9月 2日 第一次調査(調査構造，調査票)原案作成
9月 12日 東蒲原郡，五十島小学校， 栄山小学校，金山，j、学段F 下僚中学
.肢につν、て予備調査実施のため古関，牧田"日浦三所員五十島
ノj唾校に出張
9月 15日 第一次調奄計画， 調ー査票吟味 (専任所員会議)
9月 17日 第一調脊計画，調査票審議，決定(会所員会議)
10月 4日 第一次調査票印刷完了
10月 6日 調査実施花関する事務手続完了，調査票，実施依頼を関係学校
及び関係機闘に配布
10月10日-31日 第ー次調査実施
10月23日0::-27日 県下線式教育‘研究会に，調査結果(主として教育課程調査)
の発表のため3 闘f系所員がそれぞれ出張(佐渡会場，岩船会場
日浦所員，南魚会場，牧問所員，中頚会場，古悶所員)
12月 10日 第一次調脊票， とりまとlめ完了
12月-3月 第一次調査処理
昭和一~27年
2月288 r糸下複式小学校におりる教科取扱について」発表(教育月報
第2巻1号)
3月30日 「第一次調査実施街畠」を発表(研究所報第4号)
4月1日-30日 第二次調査計画主教育課程研究室~~いてエc案
.4月21日 第二次調査の調査構造，調査項目審議(専任所員会議)
4月26日向上
4月 28日 問。 上(会所員会議)
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5月22日-24日 第二次調査計画について，文部省，国立教育研安所，東京
教育大学と研努連絡のため，古田所員出張 .
5月-8且 牧田所員全国小・中学校学力検査問題作成委員としてP 国立教
育研究所に常駐，その問中央各機関と研究連絡に当る
5月27E -29日 古問所員，全国教育研安所連盟東北ブロツグ研安発表会に
出席「新潟県複式教育の現状と第三次調査のb向」につい七発
表
6月 4 日
6.月 68 
6月 10日
6月 14E! 
6月 16日
6月17日
6月20日
第二次調査，調査計画，調査項目最終決定 (専任，兼任所員及
び各課関係者出席)
予備調査実施のためg 古田，日浦両所員西蒲原郡，浦浜.;J、学校
へ出張
新潟大学，阿部教授，果、同教授，泣幡助教接，斎藤講師の来所
を願って更に第二次調査の視点項目を吟味する。
新潟市，女池小学校，西蒲原郡内野小学校，下五十嵐分校につ
いてて第二次予備調査実胞
第二次調査票印刷完了
第二次調査票，調査依頼を対象学校及び関係各機関に発送
「複式教育第二次調査の意義，調査構造」について発表(教育
月報第3巻第3号) 、
6月23日-7月10日
第二次調苓現地調杏実施，古田， 日浦両所員
6月 30日 日浦所員，西頚， 須沢小学校におりる，全国複~t教育研究会に
「県下複式教育の笑態について発表」
8 Jj 20日 第二次調査票回収完了
9月 l日 第二次調査結巣報告処理開始
9月25日 日浦所員第二次調査結果について，文部省，国立研夜所と研究
連絡のため上京
10月 17日 本研究所第一回研究発表会，古田所員(複式学校教師の研修，
生活の一考察-….，特に生活時間構造について〕
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昭和28年
日浦所員 (/J、さν、学校をもっ地域社会の特性とその考察)につ
いてそれぞれ発表
2月 9釘 第二次調査結梨処理完了
2月 10円 複式教育調査報告書作成のための資料整理開始
2月 21日 複式教育調査報告書作成開始
6月 30口 複式教育調査報告書原稿完了
8月下 旬複式教育調査報告書印刷完了
9月上旬発 表
3.4調査組織
この讃査は，本研勿所の研境機構の kの三部門，即ち教育政策，教育内容，
教育方法における教育政策部門陀属する研究テ{γとしてとりあけたもので，
会所員の共同研究の態勢をとって進められた。しかし研究所にはこれと並行
して幾つかの研究が進めむれており 3 所員は一応それぞれの研索を分担して
いる。
この調査は既に述べたように，教育課程調査の一つの発展として着手したも
ので，実際の企画立案には，教育課程研究室を中心として，これに所属する古
回，牧田， I:l補三所員があたり，ここで作成した原撲は専任所員会議及び兼任
所員を含む会所員会識の最終決定をと経て実施された。 情このほか問題によって
は，教育庁各課の関係担当者の意見を参考Vむしこれらの人k も十分連絡をと
りたがら進めら-れたものである。
本調査に参加した人Aは次の通りである。
A 本調査に直接指導助言を与えた人A (五十音順)
新潟大学教授 阿部政太郎
新潟大学助教授 江幡真 一 郎
新潟大学教撹 黒 回正典
新潟大学助教援 IJ、村虎 宜郎
新潟大学講師 斎藤国夫
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東京教育大学助教授 馬 場 四 虫も
文部省事務官 1 )11 武 正.
B 計画立案並陀結果の検討
吉成=雄 平松周治 板谷越腸吉
古田芳雄 ソj、島甚作 武藤 '1手
北原戊 平 牧田利平 長谷川敏雄
日浦犠一郎 小竹省主
C 計画案審議降参加した人k
島津政雄 吉成三雄 平松周治
板谷越陽言 古田芳雄 ノi、.島甚作
武藤 '1事 北原戊・平 牧田利平
長谷川敏雄ー 日浦儀一郎 小竹省一
小百向毅夫 事橋良吾 小林正直
南雲、貞次 遠藤 稔、 他藤常他家 Y台
遠山憲夫 内 1 シズ 駒沢栄助
大三月二 ヒ デ 早 川喜一郎 柄沢栄夫
山田イ左門 !l1 岸清ー威 土肥 博
宮村堅摘 宮部与 2奥村知 子
猪股治 加藤初蔵 丸亀金作
守 ロ東平 井上回郎 増井梯三郎
金子]f晴
D 現地調査員
古田 芳雄 日浦儀一郎
E 結果処理
古田芳雄 日浦儀一郎 牧回利平
(牧問所員は第一次調査の結果処還のみ参加〉
F 報 告 書 執筆者
古岡芳雄 日滞儀一郎
-49-
4. 第一次調査
4.1調査 目 的
複式教育の特殊的篠件を如何に克服して，教育能率を高めるか。複式教育を
新教育の線陀沿って， どう改善すべきか。
地域性に根ざす複式教育はどうあるべきか。
以上がこの調査の金体をつらぬくねらいである。そニでこうした問題を解明
するには，われわれはます=第ーに，本県複式教育の現状がどうなのか，それら
の実態を何等かのかたちで、はっきPっきとめなりればならたい。そして現象菌
』ておりる問題を確把し?と上で，更に内的主主もの・への掘D下けがたされ主主りれば
たら、ないであろLう。
第一次調査は，こうした全体計額における最初の段階であって，復式教育の
全ぼうを全県的立場から明らかにし， これを問題究明の手がかりとするため陀
企画されたものである。
以上の意図から，われわれは問題把握の観点を教育計画，運営，地域環境，
学校の内部構成僚件の三点におき，これらの領域について直接的には次の諸点
を明らかにすることを目的とした。
A 複式学校地域の自然的保件はどうか。
B 社会的損境はどうなっているか。
C 児童，生徒，教師の実態はどうか。
D 学校の施設や，‘経費面はどうたっているか。
E 学校の教育計画はどのように怠っているか。
F 複式による学習指導はどのように注されているか。
G 生活指導はどのように行われているか。
H 保{盛指導はどのように行われているか。
I 教師は学校運営や地域についてどのよう主主意見，問題をもっているか。
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4.2 調査項目の設定
調査の視点，.項目の設定は，調査の目的によって規定される。前項で、述べた
ように，第一次調査の目的は，.複式学校の特殊僚件に由来する問題が，複式教
育の各領域のどこにどのようなかたちで生起され丈ν、るかを明らかにするに通う
る。諦資項目はこの目的に合致し，その結果が十分活用できるよう配慮されね
ばたらないのは当撚であろう。
われわれは3.1.1r被式教育の問題とその領域Jで，複式学撃の特殊僚件とし
て次の三点を指摘した。即ち，地域 境句特殊性，./J、さい学校としての特殊性，
1 2 
尚以上の二つに関連して生起されるとみられる学校内部構成係件の特殊性で
ある1。
く学校内部Aを構成する僚件の特殊性は 1.2に歯来する副次的保件と考えられるので，
基本的にはし2.のごっと考えてよかろう。)
この調査は以上の二点在とりあけて一つの足場企し，これが教育の各領域にど
のように現われているかを明らかにする立場円から，教育計画，学習指導，生活
指導，保健指導，等の直接的主主運営面，及びこれを成立させている，児童，教
師，施設経費，更にこれをとり まく，地域環境〔自然的，社会的〉の各領域に
一応問題仮説を想定し，ニれを視点としてみてν、く、ことにした。
調査項目については，各視点からの内容がp できるだけ精細に把握できるこ
とをたてまえとして関係項目をおさえ，更にごれ'らが有機的関係自と保ち，統一
的把握ができるよう配慮した。情調査項目の設定については，方法上の副次的
4条件がこれに関係することを無視するわりにゆかたい。
この調査が全保を対象とした紙上調査でるること。(調査方式からの制
約)
被調査者の調査負担の問題
第三次調査を予想していること
等の依併を考慮、に入れて十分検討D上直接関係の深いもののみを選定し，必要
最少限にとどめることとしたd 、
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l 観点|項
'自然的舶はどうなって |位置，腕 ，気象〈降雪)，資源，災害
地いるか ， 
域 |社会的環境はどのようで
潔 |あるか
境
日
道路，距離，交通機関，残業，経済，職業，電箆，新
商，ラジオの普及利用，公共施設とその利用状況，医
療，娯楽，文化活動，保護者の学'jA，高校進学状況3
教育に対する関心
兇蛍，生徒の学習(際件は
どうなっているか
児童量，生徒数，出欠服状況，病欠，事故欠の理由
発育，疾病異状，通学事情〈距離，道路のt条件，所要
時間3通学の方法)，学用品の所持，轍合状i児，児童，
生徒の身体的，精神的，I持1't，(長所，短所)
教員J組織 (性別，年.令，経験年数，資格，校内研究，
事務分担)学放担任，研修活動(研究会，講習会の開
催，参加，校内研究体制)主事訪問状況，生活事常(出
身地，居住地，住居，通勤手段，医療)地域の受入れ
態勢
学校の位詮，交通事情，校舎の使用状況，校地，校舎
(堅牢度，面積，教室その他)後兵 {視聴覚，理科，
l音楽，図工，運動期共，図書(児童，教師)
今後特に学校が必要にせまられている用具
|市町村費，同教育費，学校予算，PTA後援会鶴予
l;算の使途
宇級編成主年次計図，教育目襟，本年度の経営重点，
教育課程存在成状況(将軍成組織，手順)教科の組合わせ
教科書の使用，授業日数，授業日時，不授業日時程表
守、
校 Ii教育の組織や研修事情は
の lどうなっているか
13 
部
構
成
{務
件
学校の施設経費はどうな
っているか
教育計画 ・運営はどのよ
う『こなされているか
教
脊 I~学習指導はgのよう に行 l 教科取扱， グル ー プ学習， 基縫学習2 指導上の困難
針 |われているか |点，学習指務上の問題
函|児童強行プ活動等はど |指導組織(欄組織)の榔，活鵬首旨 (自治的なも
、lのよろになされているか|の，グラブ的なもの，行事的なもの)の内容と参加学
年，教師の参加の仕方，校外生活指導，生活指導上の
問題点
蛍|保健衛生紳士どのよう|寄生虫卵保有恥学校給食，学校医，保糊噂の巡回
時われているか |開，衛生塗休養室の有無，備品端付薬品，保蛸
導計画及行事，保健指滋よの問題
|開育の長所，短所，教育制雌上の問題，研修i錦上哨題
遮
議 |教師の意見
の
問
題
??? ?
4.3 調査票の作成主調査の実施
4.3.1 調査票の作成
調査項目の内容をEのよ うに調査票に盛るかはf改めて重要友ことで<b!J， :
れの如何は結果の活用に決定的た影響を与えることとなるので，特に慎重を要
する点である。
この調企が質問形式による紙上調室であるニと，金捜式学校を対象とする悉
皆調査でる札回答者の能力等にもかたりの巾が予想せられること等から，特
に次の諸点を考躍して企画立案した。
調査しようとする内容が明確に把握できること。
質問の内容が被調査者にるぞまりたく了解されること。
回答者の能力や立場によって遣った回答がで主主いようにすること。
あらゆる場合の回答を事前に予測して，あいまいた回答がで、てこたいよ
う配慮すること。
被調査者の回答の使宜を考えて調査項目質問内容を配列することσ
結果の分析，整理に便たこと。
以上の言及点から，調査項目を質問形式1'1::1組みかえることにしi各調査項目には
できるだけ具体的な記載例を示しP 叉記入上の注意はそれぞれの項目毎につけ
るようにした。以上の，ょうた点在芳雄したがら調査票の原案を作成したが，数
:次の専任所員会議，及び兼任所員を含む全体会議で、検討した上，更に東蒲原郡
五十島小学校，栄山小学校，金山小学校，下僚中学校の四ケ校について予備調
査を行って;最終的に決足したのち温うる。
4.3.2 調査 の実施
こうして調査票はでき上ったが，印刷を完了したのが10，134日でp 同刀 6臼
に調査依頼状，調査i実施の趣旨等を添えてp 全県被式小学校 329~交I (本:校，分
校)中学校54校〈本校3 分校)に配布し，更に関係出張所p 市教委p 地区複式
教育研究協議会等へも送fはすることにした。なおこの対話表校(小学校329校，
中学校I 54校)は4月30日現在で実施された基本統計資料に基ぐ数字であっ'
て，従って二の調会の実施時期にはI 学級増加による複式解消校，分校の本校
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鼻持等がるってp 実施調査巣が回収された学校は，これらの学校及び朱回答を
除いて実際には小学校では309校であった。
調査期間は昭ポ"26年10月10日一一31日までとし特定の項目を除く他は9月30
日現在で記入することにした。記入期聞をと20日間とったのは，特に複式学校の
.校内事情の記入をナるための資料の整備等主考慮したためであったが，実際に
調査票の回収が完了したのはす=っと後れて12月10日であった。職員の手不足や
役場までの距雌10-20Km，新聞郵便も週I'C一回，月にー固という交通上の不
便等本県複式学校の現実の姿が，こうした調査にも如実に反映されており，い
ろいろの意味で、われわれは更に感を深くした次第である。
なお調査票は次のとおりである。
県下複式教育調査
この調賓の趣宵
複式学校には，その教育形態の特殊性，tえび華道撹を舎むさま、ざまなi際件から教育上多
くの困難な問題があります。従ってその経営・指導に特別な国慮が必要で~り p 研究
を重要する商が少くありません。この調査はこれらの問題に当面している木県複式教育
の実態を朗らかにして， rそこにどのよろな問E泡B
る渇かミリJ rそれを解解-決する万肉はどろ2あbるべき治か、リ」をこの正確な資革籾寺tにこもとづいて究別
しい， ;;;本ド県複式教育の改善への1越岩本的な手カが:かりを得るために行うもので2為bります。
関係各学校におかれては，時節柄学後行事その他でご多忙のところ主存じますが，以
l 上の趣旨をお含みくだされ，全県教育の立場から，特にど協力くださるようお願いい
たします。
実施方法
1.県下の複式学級をもっ小 ・中学校全部(本校の場合は*授のみ，分後の場合は分校
のみ)について行うものであります。
(本授が六学級編成で単式，分後がこ学級編成で複式の場合は・…・・分授のみを対
象といその本校は調査対象となりません)
2.1.間資契は木校宛送付いたしましたから，関係分校の分はp その分校と連絡の上，学
校長の資任において調査票に記入し，提出してください。
3.提出期限 昭和26年1O月20日…・・…特に厳守しせください。
4.提出先 新潟市上所島一丁目彩潟県教育研究所
調査裂記入上の全般的注意事項
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1.この調査察はNo.1-No.12までありますから，これを手じされたら，二藍全部に
自を通して記載計画ー を立て， 期限までに必ず提出できるよ ろにしてください。
.2.この調査は以上の趣旨にLって行うもので，学校間簡の立場で行うものではありま
せんから，貴校の実情をらりのままおかきください。
3.大体学校同で記載できる項目のみでありますがp 多少計算を必要とするものもあり
ますから，特に正確を期してください。
4.調杏は昭和26年9月30日現在で記入して ください。(但し別に期日を示した項目に
ついτは，その日現在とする。)なお日課表は9月第5遡の実情を記入するのであり
ますが，第F週以後に調査察が到着した学校てマは，第ラ過の実情を実践記録によっ
てど記入〈ぜきい。但し第5過が幾繁期休業に当うている学校では， <り下げて最
も近い週の実情をかいてください。
宮田調査棄の記入については，注意書言及び記入例を参照の上記入してください。
6.調奇項目にそれぞれ必要と思われる注意を付してありますが，記入がいくつかの項
闘にわたることがありまずから， 一応その項全部に目を通して，該当するものを墾
主主ζ5記ろしてください。
7.該当事項のない項目については，大きく斜線を引いて，記主主主主区別できるよち
にしてください。
8.意見や実施上の長所 ・短所については，立五三5金持の責見をまと主主記主L壬く
H.さL、。
。複式教育調査票
学 校 名|新潟県
間入代輔氏名 |
No.l 
郡市 町村
???
?
?
貴校は，現在次のことについて指定され，叉過会に指定をちけたことがありますか。
(該当項目をO印でかこみその他の指定事項織には，そ.の指定事項を記入して‘ください。)
現在附指定校で~>~ I前に僻地指定校として I(み指定みを兵)
1級・ 2級・ 3級・ 4級‘|ィ.指定された |牒g路指定f年月
ラ級 |ロ.されない |事項l過去年月l年 月
|地域環境 |
1.学区の地勢・学校の位僚について下欄に記入して〈だきい。(学灰の地被区分は厳密
\ .ー~ 55一
なものでなし凡その状況を判定してて世ざい。該当項目令Oでかよむ。)
|イ.山l地 ‘ロ.平地 J' 海岸地
学区の問域16海嶺嵩度 (学校新在地 m) 
学校の所在地 |イ紫落内にある ロ.緊落外におる{この場合褒落ま
| の距離 m) 
2 昭和25q主度における積雪の状犯について下欄に記入して〈ださい。
|鱈の期間|浪費の糊日 橋付月旬l最鰍雪景 cm 
三学区民が一般に利用している交通機関について，距離 ・発車航行回数汲び道路の状泥
を言百入して<tささL、。 ，戸
T主張道常利用してい|バ天安利市L:C" ， 丁扇面を詞肩EぞF孟
|;る場合 |る場合 川場合
城山醐Ir合f官 Ir同 Fdl戸時Fd 
百三ア方面へ一回 i
の発率統行回数 l
享蔚石橋:，.'1 (トラγPが通る， 自転車可際，渡船場:lbD， ilIje刷新の i・船の発着J
所までの道路のl輪開入のこと) 1 
状況 l 
4.学区民が『主に利用する施設や機関の所在及び距離をかいてください .
{註)学区内にあるものにはO 市町村内にあるものにはム他市町村にあるもの
にーは×印を( )内につけるとと。 単区外のもの即ち，6X印のものについ
ては，貴校よりの距織を傍線の上に記入すること。
( )役 場 一 氏一一一一 農業協同組合 L一一一一一
( )公民 館 一一一一一一 公民館分館 一一一一一一
( ，)助産 婦 一一一一一一 郵便局，一一一一一ー
( )食糧問給所叉は出張所 一一一←ー 医院叉は診療所 一二一一一
以上の他直接間援に影響をもっと思われる施設・機関があったら付加してくだ
さい(例発電所 ・銘林署等)一一
5.※中学校のみ記入。
費地域の属する全日前l高校普通課程学医の高校及び定時制高校までの距離及び変通事
情を記入してくださL、。(徒歩区間の距離はその校から距離をかくこと。所用時間は
交通機関等の待合せ時間を含めてその高校に到達するまでの凡その時間をかく)
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1 
I~~~ I 高等学後名 課穫名 徒歩区}間 fバス区間I汽率車区・電割 I船渡船舶叉区は間I所要時間
|全日制 I_ _ k~ [ k_ml km l km I 時分
|定時制 I km I km [ . km 1. km I 時分
通学事情
I (齢可能不可能等記入…
6.学区内における家庭の生活程度を下記区分にしたがって記入してください。
l f研ではなし) 」鍾|
洗|中流弘吉宗量産下疏 ( ) 前-
lの支の . I ' 
世帯数!
全体比率1 %| %1 %| %1.10% 
7.学区内における電灯・ラジオ・新聞等の利用状況及び郵便物 ・新聞の配達状況を記入
してください。(郵便物は配達回数新聞はその日の新聞がその自に配達書れる場合は
(正常)その他の場合はO日後れ，或は何日分とまとめて等記ス:する)
|電灯のな|ラジオ借.1新聞E棒読|自転車所|郵便物臨 |新開館達
一 |い批帯 l付世帯 |世帯 1;有世帯 |達状況 |状況
-lzl JJJ 
8.児童生徒の侭護者の学路別比率を記入してください。(中途退学者は卒業と同じに扱
うこと)
9.※中学校のみ記入。昭和25年 3月の卒業生の進路について記入してくすささい。(定時
制進学者と就職・自家従業者とは重複することがある)
且坐一進学者制|
人| ・ 人|
人1 ' 人l
%! 
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10・ 賞授のP ・ T ・ A- (後援会を含む)の組織や活費JJの状況について記入‘して (jt.~ぃ。
〔該当:項目をO印でかこむ) (1) ィ.結成きれている。ロ・されていたL、。
(勾その活動状況は(イ.活波ロ.平凡ハ.低調)
「互王互]
1・貴校生徒の在籍数を記入してください。 (( )内は派出場をもっ学校で，それが捌か
れた場合，そこへ属するものの数を記入して4ださい)
山門一年 |弓年|三年 1四年 1平年|六引計
一男 |入t人)1人(人)1人(人)1人〈人)1人(人)1人(人)人(人)
一女 i 人(入~ 入(パr人(人~ 人(人)!人1人)1人(人~ 人(人
jヲ | 人~ ^)I り土竺A)I A( A)! 竺竺~~~i_全(: ~~I 
2・昭和25年度における児輩 ・生徒の出席・九穏について記入し，病欠・事後欠の病名及
ぴ混同事ぞかいてくずささい。(派陥場の;bる学校ではその期間の出欠状況をも含めて考
えてくすZさい。)
出席率 ( %) I病欠率 ( %) |事 故 欠( %) 
%110月1 %主な病名
日数以10日 1 1_ 31 ~ 61 日全タむ許訂 l 
内 30，60以上席 !
一 一 ~I--予。 見 !ベ人!人iぺ 人lベ15 11 % 
一一一一
121/ % 女 1ぺ人i入j人|人|人|
t 1 % 計i人!ぺ 人!人!ぺ刈
2汐 % 主な理由
13 11 % ， 
3・見主主生徒の通学事備について記入してください。(各欄に該当人員を記入すをこと，
所要時間の ( )内には歓蜜矧における人数を記入すること)
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、
時
? ? ，
?
?
?
?
?
?
4.学用品について，児童生徒の所持するもの，学校で供給するものを含めて，その充実
状況を記入してくださL、。 t該当欄にO印を記入する)
名称¥¥区分 1十分である |大体間に合う |不足である |極めて不十分
用紙・筆器類 |
豆貯国グ長語ア手書匙タ・下家等守臨量ー亡ー生照予?|  
. 
、5.jミ校児童話生徒の一般的な長所・短所と恩われることについて記入してください。
?「???
??
?
?
??
?
?
?
??
?
??
?
??
?
??
?
?
、
?
↑、
，?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?ー??
???
?
?
?
??
?? ?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
?
?
?
? 」???
?
所 t胃 所
L~職員|
1.貴校職員について下欄に記入してください。
(註) 直接その校 (分校は分校それ自体)についてかくこと
本校或は中学校より出張指導を行っている教職員はその氏名の上にO印をづけ
7.;こ と
備考欄には担任学年を記入する。中学校では担任教科毎に受持時数を記入する
とと
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養護量輸の場合はその氏名上に犠)と記入すること
僻地勤務年数とは理在叉は過去において指定僻地校に勤務したことのある年数
をいう
2.職員の研修事情についτ下のそれぞれの該当繍に記入してください。
メ昭和万年度において指導主戦びそfしに準ずみによって|指導を受けた|回融
回
、 回
回
氏 別l制、資
札J竺
「り士i云
|要交I.'1事
格 Id~~r 塁線 l霊面三
無|年月i 年月| 年 ~ I
平J~_土1し竺札ヱ-4ャ…吟
中¥JL 月|
無|年
交12年?
ロ.昭和25年度においての校内研究授業の回数 、
ハ.昭和23年度以降学校で主催公開し1-こ研究会の回数
1h.昭和25年度において貴校職員の参加した研認会・講習会・視察等の件名と貴校参
加者数
名 Z歩 i参加人員l名 称、
ホf昭和25年度において半日以上公務(研究・視祭・事務・市町村教育要務等{切を、
含む)のため出張その他により直按指導を行ろことができなかった日数(半目 2
固定一日とする)を記入してください。
職員一人平均 日)(年に
3.昭和25年度において教師が市町材叉は学区内の指導的な役割を受持った回数につし、て
w2.入してくす三さL、。
(P・T.A部落子供会等を含む)
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月平均凡そ
ぃ
回 |職員一年平均凡そ
4.昭和25年度における研究費の (公費)一人当について下へ記入してください。
?
?
???、
?
? ???????
5.職員の通勤・住居の状慾についての該当翻にそれぞれOt:IJを記入し，所要時聞には時，
分まで記入してくださいム (冬季開遜勤手段・住居等について変更のある場合は備考
欄にその旨かL、てく.t1.さい。
遁鋤手段所纂内聞! 出身居住地
住居:i(備考氏名後I53船 自|静|喜l学童:i器i?歩 ス i舶 ，村l村 j|内区 外
1 I I I 1 1.1 I 1 1 1 III I I 1 
111 II lムL~
I I I I I I I 1 I I I I I I ， 
職宣て区市員内を町か与の隼村FらE活特内られに叉別つ 、は学の使
笠 てい 、
ることがあったら
かいてくださL、。 . . 
I 1Ai 1設}一生|
1.校地校舎について下の欄に記ふしてく7ささい。
(主主) 普通教室は専・用のものの数及び坪数をかく。特別数釜は|勾訳にその名称をあげ
専用には0，共用にはム印を付す。
児E託生徒一人当坪数は，共用の場合両者の合計児窓生徒数で総坪数を除したも
のとする。
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--- ・E・IP司 。
l-r. st! m î:1 . ~， jqJ 1学校以外の護学借 |校舎使用区分。 イ 使用告 共同 用に0して回いる は次 J、 借 用
校舎の堅牢度| ィ 堅牢である ロ.やや!腐朽 ハ.かろうじて使用
校地図積( 坪) 兇一章人生当徒 〔 坪)I校舎総面積 ( 坪) 児一童人生当徒 f 、 :線)
普司教室|特別教室数 ( 屋 内 選 動 場
数 ( ) 内訳 該平当官二O建印 総;坪数 児童生徒一人当
坪数( 坪〉
2.下記の教員 ・備品等で貴校にあるもの (使用できる)についてかL、てくださL、。 (専
用には0，共用にはどL印を付す)
電灯(昼夜線・夜間線) 校内放送設備ラジオ映写機幻燈機ピアノ オ
ルガジ蓄音器簡易楽骨量プイルム スライド顕微鏡望遠鏡跳箱野球
用具ピンポジ用具時戯用ボ ルー ミシ y 校用向転車
教師周研究図書( 冊) 児童用図書図書 〈 冊・新聞 種 ・雑誌 種)
職員用日刊新聞 ( 麗〉
3.現在貴校にない教具や設備で，経営，指導上特に必要に迫られているものカZらったら
あげてくすささい。
• 
4.昭和25年度の学校経費について記入してくがさL、。
市町村教育総額 !市町村総額附する lその校(械は械の!j鴎生徒一人当
〈 マ 円)I教育費の割合( %) Iみ)教育費( 円)1 ( 円)
P・:r.A会費 (後援会費も含む)年総額( 円)会費一人当負担額 ( 円)
児童 (生徒)図書購入に要した経費 (市1町村費P・T'A費を合計) ( 同)
?? ????
?
??
?
? ?
?
?
?
?
l.貴校では教育目標として，どのようなことを考えていますか。下の欄にかいてくださ
L、。
??
/ 
2.その目標を達成するためにとっている木年度の学校経蛍の蜜点をあげてuさきい。
事 項 そ の 同 !f:三;
(例)カリキユラム研究I複fjX;式2 幻カ写ザ機キユラム構成研究，実態調査，社会科について作
設備の充実 購入
/ 
3.食後では現在学級をどのように編成していますか。その年次計簡を大体ざのようにお J
考えですか。 (各年次について現在の一年生に当る学年をOでかとむ。単級の場合に
二年度以降記入の必要はありません。)
乱高 !iX; 学 年
l年次(現在)1 
2 年 次 |
3 年次|
4 年 次|
5 年 次 |
6 年 次|
例
年次 | 編成学年 l備考
l年次!e-21.3-415-6| 
2制 1ー ① 1.3-4， 5-6.1 
3年次!1-2 1 @-4 j 5':_~ ・ |
4年次I1ー 2.I 3ーo15.-61 
日年次|l-2J3J4|@-61 
一
その校の学級数に区切する
4.このよろな学級編成方式をとった理由を下欄へかいてくfiざい。
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|備 考
、5.貴校セ実施されている教育部程の構成状況にvういて，次のそれぞれの項目 (大・ 中・
小項毘とも)の該当するもの.をO印でかこんでください。(とこでは教科や科震を対
象とじた教育課程であること。判定困難な場合時，その近いものにO印を付してく
ださい。)
イ 学校としてまとまったものをつくっていない。
f .工 指導要領や教科書中心である。
'A 研究中である ¥ ':[ 地域プラγによっている。
B 今のところ必要を f工 指導要領弁教斡書中心である。
みとめない ¥ 1I 地域プラνによっている。
ロ 学校としてまとまった計画をもっているo (その場合ぎの学年どの教科について・
作ってあるか該当欄にO印を記入する)
年¥明祉会!日本史1醐島客室草|図工l輔 |駐車国諮問Jf塑
1 年 ，.， I 1 1 ， . 1 1 ， ， . ， : I 
手年 | n ， ， 
3 年| 1 ，1 I I 
4 年 | j ，'， I ' I l' I I -1. l 
F 年 | I -I n u 
6 年 | I I 
円 ・貴校が分校の場合には '‘ 
A 分校独自の計酬をもっている。 B 大体本校の計画によりているが分校の実状
に合せている。 C 本校のもので本校と同様にやっている。
6，その構成手続はどのようにされました力J該当項目にO印をつけてください。(該当
項目がL、くつもある場合はそれぞれにつける)
イ構成組織
f 1 主として学級主任がつくった。
A 全職員で話し合ってつくった。¥n 主として教科主任がつくづたO
B 地獄の一般人もメ yメーに加えた。
C 本校と合同でつくった。
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D 他校と合同でつくった。
E そのf也(
ロ その場合何を手がかりとしてづくりましたか。
A 主とL学習指導安領や教科書を分析研究した。
B 主として専門家の意見や著書によった。
C 主として地域プラνや他のプラシを学校の実状に合ぜて修正し?と。
D 社会的必要や児童の要求，問題等については
(社会的必要)
工 広く組織的な社会調査を実施した。
E 部分的に調査した。
E 地域のー般人や父兄の希望意見を調
ベたo
W 主として教師の教育経験によった。
Y その他 ( ) 
(児童の要求・問題)
工 児童話の官肋や興味経験等を組織的に
調査したo
E 部分的に児率調資した。
J: 教腕の教育経験で一応おさえた。
N その他 (
7.児童・生徒の経験をま主めていく， いわゆる単元学習は学校により，教科により，学
年によって行われる場合も;loり，行われない場合もあり，叉いくつかの教科を統合し
て行われる場合もある喜多それぞれちがっていると恩われますがp 貴校ではどちしてお
られますか。次にあげてある教科について3 学年毎に調査のよ答えてくださL、。 (該
当欄にO印記入) 低学年とは!J~械は 1 ・ 2 年， 中里子二校は 1 年， 中学年とはA母校は
3・4年，中学校は2年とする。 ー勧
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一一一ーーーー~一-ーーー一『け一一、←---ー~.-.- ←ーー『で..，..一門司一一ーーー- 弓ー弓=二==字-~写-軍事里弓耳目圃園田・圃・・圃・・・・園田
単
ヌロ
学
習
言E
符
て
I ¥，、
2 
? ? ?
??????
???
一豊霊童己て!会計|
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8.教育課程精成上，t持に園競を感ずる点はどのようなととですか。
9.貴校では複式学級の教科学習をどのようにしていますか。
イ 同時間教科同単元(教材)でやっているもの(該当教科の有誌にO印を記入する。
下繍に実際取扱っての長所短所を記入してください)
峠やi世間):醐議.嘉困諮問字)霊雪国エ|音楽L。毘|員l笠
倒 1-210 .1 1 0 I 1 1 1 I 0 1 0 1 
1 1 I 1 
LJ 1 I u 
I l' I I I 
1: " ， 
ロ 同時間教科具単元(教材)のもの (上例にならって記入してください。)
rmi~~語7豪;国語l(習朝鮮i 図工 l 音楽|友安墨画手段世(?; | | || ，| 
1 I I 
1 "1'1 |ー ||l |! || || | 
1 I I 1 1 1 1 1 111 I l' -1 I 1. 短
ハ以上の両者を併用しているもの。
学みそ科|社会|ぽ )1経科議.豪;国語;(習字)鱗図工l点昌l利| 
j 1 I I 1 I I I I 1 
I '1 
r 
長 短 ， 
l所 . 所
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ニー 同I時具教科でやっている場合の教科の組合せを倹iにならって記入してください。
てーが|忌T5f戸正春7豪国語I(習字)1鐙1図工|音楽議21笠岡
i~J')3_:_4: 0-1-. --I-I~I-I212弓-1 r- I 1 
| I .1 I '_， I寸「亡口二口
-1 . 1 -0 1，_. .1_， J1 '1 I I 1 I I 
長| 、 f i; 
所l
10.学習女進めてゆく上に，教科吾・の役割がいろいいろ具ると思われる場合があります
がp 賞授の突際について調査の上，該当榔に記入してくfささい。
関 l五戸:昏議事[き|襲撃;図工|音楽(両肩
料率使って匡(:h
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‘ 
1・貴校では一自の学校の生活時程をどのようにしていますか。後式単級会部について
9刀第5週 (23日-29日)め突際を右の例によ勺て記絞してくださL、。(時刻を左に
記入のこ と)倫学校の事情により 4惚日の変更はさしっかえなL、。
日~日) ( 今校 学年)
???
?
?
? ?
?
?
火 木 土 記載 例
窃jの話し合い
一丁三:~í P!l1F
;Jr I ド二v努f
「ブじゴしの l一4指導1に一位数
をかける
数!(6の段)持習」
|、.らなり
やすみ
社 li r私たちの村」
会 I(その産物しらべ)'-
やすみ
凶 l・「いろいろな模織を
! きりぬく」
工 l
2 
ij l 
給食
レコードをかげる
， ， ?
学級子ども会一
ご!各自研究長ア
チ|学習
覇i......_....令噂一ー..1.._. 一ー 一一一一 ..ーチ .ー.._-
清耕作業
一一一-
6 
7 
，-_，…・ 一…一・ …ー..__1.._-一ー一一ー 一 .ー 令ー.ー 一ー 'ー一一一一一 一日一 ・ー-""-"......_-.・ .••. 
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12. 1発IUJ聞の学校生活時程(日課表)をどのようにされましたか。昭和26年 1月実際
に行われた凡その時刻，時聞を下表に記入してくがさい。
¥学年 i -bA ~ .... </'1 1 51"'，...."'_..1 .'13"" 1""-"." 1 "'" "" "*-1'" 1昼食休憩以外ー殴¥ 始業時刻 |昼食休憩時間|退校時間|学習時間 iの休種世間
低学年 | 時分:t時間分| 時分| 時間分| 糊
中学年| 時折時間分| 時刻時間分l 時間分
高学年」 一 時 一 分Li叩 -吐 -竺料開到時間分
13 昭和I叫皮における年間袋線施状況について下都記入してくだ'1''0 (学年に
よって突.bti状況の異なる場合は商学年について笹いてください)
授業を行った日 日)
一
授業を行わない日 日)
授業を行わない日の内訳
互理存不授業日 日)I その他(細大もらさず書いてください)
冬季不授業臼 一期( 臼)二期( 日) 事項 回数
学年末不疫業日 日)
建築季不授業目春季( 日)秋季( 日)
日限・祭日 日)
!錨軍そ事の事E
他
件喜霊平
よるもの
不完封蝶 制占緩訟等にのよるもの
日目
) 
) 品則 日
日)
|学習指滋
1. :rt校の 「極支￥扇 lーではグルーフ・学習を行っていますか。叉グルマプの編成はどの
よろにやっていますか。(次の該当項をOでかこみ，叉該当欄にO印を記入してくfさ
さい。中学校では低中高学年の中聞にO印を記入してください)
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? ?
2.賞授では国語・算数(数学)等の基礎的な練習を行うため，何か特別の方法をとって
いますか。 O}!jにやっていない場合は記入の必要はありません)
L三(カ糊鰐京外の縮 そのために特fこ別らの時間別な たら をとってい Ol"P; 会宅ーピー .._ -っているかかL、てく ない場合ほ×印を入れ
に記入してく売さ ずささい。 てください。L、。
設方
国
書方
、 ー作文 ， 
目耳白
話方 、
算最
暗算
主産算
数学) 
珠算
3. 1;雇支亭薮寸の指導上困難を感じているo蚕蒋1があったらあげて下さい。
教科目| 特にどのよろな醐除 その理由。
4. U京唾瓦l の[手鑑証 よ困難を感じている事項偽ったららげてくすi~\'.、。
¥ -71-
.~ 
由理項芸事
一 一一一
導
1.実:校では児童会，生徒会，グラプ活動等の集団生活指導をぎのように行っています
か。該当項目をO印でかこんでくずささい。
はっきりした活動組欄をもっている。 ロ 組織はないが必要に応じ吃集E活
動をする。 をニ 必要は認めるが佼件がととのわな心のでできなL、。
特別必要を認めなL、。ホ
2活宣言成E織があlつfとらその組織表(図〉を下欄にかいて〈ださい。
指活生
イ
3.その活動の機能はどうなっていますか。学校で実際行っているものについて記入して
教師参加の仕方
学級教師指導
参加学年
学級文庫
くプささい。
?
?
? ?? ? ?
修学旅行
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|旅行候補地の選 Inn .6::ル r.J L 
官 ・計'画表作成|間十三仁助ム
??
?
????
?
? ????
4.児童会，生徒会p グラプ活動等の集団全活指導の運営面で特に問題となる点があった
ら書いてください。
保健指導|
1.昭和26年度身体検査によって児童生徒の疾病異状の数及びそのE与を記入してください。
主なる疾病献の制 |人数 |会即時1 主なる疾病異状の名私
2.食後で寄生虫綾査をj実施されたこ主があったらその保有率を記スしてく7ささい。
実施年月 昭和 年 月 検査人員 名 保有率 % 
3給食を実施されている学授はその状況を下に記入してください(昭和25年度)。昭和2ラ
年度Rニ笑施しないで， 26年度に実施した学校は備考欄にその旨付記してください。
晴一塁:経費(塁言語会x備考
l回i 円1
4.昭和25年度，貴校に医師や保健婦は何回位訪問しました治h
{学校医 . 匝 ロ保健婦
イ医師i学校歯科医 図
tその他(衛生技師等) 回
.実施期間 給食内容
回
広保健衛生施設ーの状況を記入してください。(該当項目をOでかこみ，薬品名をあげる)
?
??
?
???? ???
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
十分である |備付薬品名
大体間に合う
不十分
額めて不十分
6.昭和25年度実施された保健行事(治療予防等計画的行事，例えばチ7ス予防注射劃駆 ー
除海人草服用等をさす〕についてその件名と回数を記入してください。(命洗眼等の
如く継続的に実施しているものは回数記入の必要はない)
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件 名 !回数1件 名 |回数!件 名 |回数! 件 名 |回数
1. 1 
-11 
7.保健教育上困難を感ずる・点があったら書いてくすまさい。
|複式教育の長所短所1
教育実施の体験をE宣して感じておられる複式教育の長所及び短所をおかきくす三さい。
|指噂技術面|教育環民間 |その他
日
4.4 結果の処理とここからの問題
4.4.1 結 果の 処 理
調?を票の回収が，さきのような事情ぷら，予定より相当後れ， 12月中旬によ
うやく まと全った。ところで調査票は十数枚に及び，内容も広範rわたってお
t，この多くの項目をその言葉通り集計していくだりでも，極めて多くの時間
と労力が必要とたる。そこで多くの入手を借りることも考えられるが，このこ
とは経費面から到底のぞめたν、ばかりか，或程度複式教育の内容に明るい人で
たいと，その内容が途確に把握されたいので基うる。以上のようた事情で，相当
の日数のかかるととを覚悟したがら，古田，牧回，日浦三所員がこれに当るニ
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止にした。集計処理の方法についてはいさよいろ考えちれ，f:句調査の目的k:回
して，あらゆる角度から観点を変えて幾通Dかrp}j濯で君主されればなされる
程y 問題が明確にされ，結果の解釈C客観性カ湯目されるわUでるる。しかしこ
の調査が概観的た妥態調脊であり p 今後更に銅り下けるための一応の手好かり
を得ることを目的としてたされたこと，及び全県複式学校を対象とした悉皆調
査であそって，資料そのものの信頼性にも多少の問題があること，等の理由か
ら，これだりを基にして 3 直ちに決定的に結論づげをすることは危険であると
考えられる。以上の点からその処理は一応問題をと把握するに必要主主程度('cとど
め，調査票に表れたものを忠実に集計していくことにした。なお処理に遇うた
っ'-rは，複式教育の特異性ができるだり明確にされるよう，地域環境僚併，学
・校の規模，学級編成の二点から分析し2 これらの要因との関懐石とみる二とにし
た。 。
この点からの学校の閤化は，本研ヲ明fがさをに実施した算数学力検査問題標
準イじのための全県学校層別表白そのまま利用することとしp 地域層化区分は次
のようである。
A 山村一一 長耕地率25.5%来満，漁業世帯主事8%未満
B 平山村 一一農耕地率255%以上~45.5%未満，漁業世帯主幹8%未満
C 平村一一農耕地率45.5%以上，漁業世帯率8%未満
D 漁村一一漁業世帯率8%以上
B 町
F 市 二)粕こ別けずに一層とした。
以上り地域別層を，更に学校の機模の上から3 本校，分校lモ分け，偽学級数
陀よって3 一学級(主として3部斗部複式)二学級(主として3部複式)三学
級(主として2部複式)四学級以上(烹として単式学級，であるが「部模式学
裁をもっ学校)に分'<1，次表の、よ，ラに層化した。これによると形の上からは48
の閣に分げられるが，中には該当校のないj扇もあるので実際にはI 30J留と
たる。
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第12表 複式教育調査票処理のにめの層別表
学級数 層番号 、 学校数
????????????????????? ????????
? ? ?
?????
? ?
?? 「
?
???
?
? ? ? ? ?
?
?? ? ????? ???
?
?
?? ?
?
?
? ?
?
? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ? ?
?
??
? ?
?「
? 」
?
?
「
?ぃ? ?
?
?
?
?
???
?
?
?
」
↑ ?
?
?
?
?
?
????????? ?? ??? ??
? ?
?
?
? ? ? ?
?
「「??」」
? ?
???。??
?
?
?
?
?
?
??
?↑??
??。 。、? 、
???
??
?
• 
?
? ???
?
、???
? ，
?? ?
? ?
??
?
?? ?
•••• ••
•• 
•
•.. 
• • •  ? ?
?
?
:ij13 
??、??
?•. •• •. ?
?
? ?
。 。、????
?
?
•
•• •• •• ? ?
? ?
、，
??
、，??
，
???
???
? ?
、 ，
? ?
?
??
?
?
?
?
?
???
? ???
??
?
?
?
?? ??
??? ?? ?????? ??
? ?
? ? ? ?
????
?
?
?
?。
?
?
?
?
??
?
?
??
??
、
????????? ?
?
?
?
?
? ?? ? ? ? ???
?
? ? ?
????
??????
???
??
???
? ??? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ?
???
? ? ? ? ? ? ?
? ? ?
「 」「」 ?
?
??「「「?
???
???
?
??
「 ー
??? … ?
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4A.2 調査結果からの主な問題
第一次調査の考察結果については，紙幅の制限があって，遺憾たがら多てを
述べることができなν、もっともこの結果佐ついては，ぺ Eく説明主加えるま
でも主主く，資料をみていただげば或程廃現象画の問題は推察できるこ去 λ曹、う
ので，本章の末尾にその資料の一部&挺けたのでご覧いただきたい。
ただここでこの調査結果からの二三の主主主問題について，どく簡単に触れ
て，第二次調査への発展過程を明らかにしておきたか。
4.4.2.1 教育計厨，運営面の問題
A 複式学校経営上の重点
これは複式学校が経営上特に重点として取り上け、ているものを摘記して
もらい，それを集計し解釈を試みたものである。したがってそーの深い裏
付りとしての内容については不明であるが，一応表面仰に表われたもの
から解釈をしてみたのである。 第 13表
ーこの表から 一見すぐ気のつくこと
は，ヱド校では復式教育課程の構成に重
点が集中し，分校では施設の完備の面
がトップ.f'L.でている。とかく分校とし
て忘れられがちの従来の実情あとの数
字からのぞくことはできたいだろう
か。また教育調査の問題ばそれ自身教
育課程構成の手順上c問題として位置
選
徳
教
育
12 
11 
保 生
健 活
指 指
場 進
一仁
教
育
調
査
23 
21 
教課育
施 経営
設
Jニ
穆 の のの フ住之ロp 重構成 備 点
57 ラl 校本
53 63 分校
づ¥;}られるレ，生活指導以下のものは共に教育課程の内容上の問題で
あり，それを特にこの函から重点的に把えたK過ぎたいと言われよう 0
.従うてこれらは共に教育課程構成上の問題忙しげることができる。 とに
かく教育課程構成上の問題がp 複式学校の共通の問題として，大部分の
学校がここに大きた比重をかりていることがわかる。
B 教育課程構成上の問題
次κ教育課程を実際に構成するf'L.elうあってどんなとこるにJ悩みをもって
ァー 77-
?
??????
??? いるであろうかo複式学校の訴える点をまとめてみると次の間つにた:る
よろである。
。複式カ Pキユラムの困難性=能力差g 単元構成・教科組合わせ ・単
式化 ・本校との関係等
。複式学級編PJt上の困難性て=学年の移行 ・新入児童・評価等
。学習指導上の困難性=経験学習・評価 ・時間不足 ・スグツプ・教師
の能力 ・施設 .
。地域環境の問題=地域社会の後進性・文化的低水準 ・資料小足 ・自
然的環境の制約
以上の点については一つ一つpもっとも君主問題であ!J，複式学粧を持つ
が故に当面する深刻た問題であると感歩るn
げ)教育課程の類型を判定する場合，われわれとしては単元学習，非
単元学習3 教科書使用状況，一週間の指導展開をにらみ合わせた
のであるが，型の上では社会科，理科を単元学習としている2型
が多かうた。しかし週間の展開内容や教科書の使用状況及び教科
組合わせから，果して単元学習なりや否や疑わしいものが数多く
みられる。この点類型を先年度調査の類型と同ーにとったわれわ
れの方法上Kも問題はるると，思うが，「単元構成がわからたいJr単
元学習の取扱いが困難7むとする学校め声と合わせ，ここに大き
た問題が字まれていることを考えざるを得たい。
悲お各教科単元学習とする学校がかたP多いのであるが，果し
て単元に一貫性があるかどうかこの点も疑問がる札引いては学
習指導についても現場の学校では多〈の悩みがあるのではたいか
と解釈するのである。この一つ一つについ下その根底K横わるも
のをこ期らかにしたいかぎP複式学校の営みには光明が与えられた
いと信ヂる。
伊)教育課程または単7t構成手続きの問題も，本校之の関係，学校の
スグアフ，課題把握とその方法等に重要主主問題のあることを予見
ずる。
ト
仁
????
i 
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可.
V門守 教科取扱の函でF 社会科
科5臼2(σ71り)国語4伯3υ4め)算数4拍8(α25幻〕と主友Eつてlいl'、る。一体，社会，
理科が困難だとする理由は何か。複式なるが放に単元構成がむや
かしいのか，ま余技術上の問題か，この点を明らかにする必要が
るる。しかもそのいやれの場合も，その基因するものは何か，ニ
れーを更に安明しなくτはたらたい。間諾，算数の場合もそれは間
接指導の問題か，児童の能カり問題か，或はまた他l'Libるのかこ
の点は明らかでたい。
更K教科の組合あせにたると複雑であり，.実際の運営をみ友い
ことにはその良否や問題は把えられたい。概して二部複式に，社
理，国，音，休の同時間抑斗同単元が多く，三部になると，社，
理の同時間制斗同単元が多くたっている。三部複式という複雑
性，学年の発達段階から背けるが，果してどのZうに展開してお
られるのでる1ろうか。こうしたことは教育の本質的君主在り方から
許され主主いとする主主らば断呼として解消しなければならないし2
若し許されるとすればその認められる長所はどこかp その長所を
十分に生かすためにはどうbるべぎかy この点が究明されたりれ
ばたらない。ま?と複式教科組合わせの長短について書いてもらっ
たのでるるがp 長所と短所がうらはらの関係tて恋っているものが
多い。一例えば同時同教科同単元は単式化さるし，教室管理がよ
く，教師の指導力も集中されるが， 一方能力差が問題にたれ下;
学年の犠牲があ札二ヵ年継続の問題が伏在するという具合にー
それが三部事式に取ると一層複雑化し，数師の能力，疲労も大き
な問題と主主るs
同教科書の使用については同時同教科同単元の場合にその使用の友
法には多〈句問題がるる。処理の結果からは，基礎的主主教科降つ
いては教材配列本位または主主るべく離れたいようにやるというの
が多く，内容的主主教科では必要に応じてとか，参考書程度の取扱
いとトうのが多い正これは複式学識をもっ学校ばかPでは主主くー
-79ー J 
酢 ， 
般的危傾向であり理論的にも-$fj.背けることではあるが，果して
どの程度なのか。これ?は教育課程構成の基本方針並びに学習指導
とも関係の遣うるこ ξで実際ιについてもっと探ふ調査研究する必要
-/J宝ある。 、
c '学習指導上の問題点
ここで出指導技術が群を抜いて多く，続いて施設の木備，経験学習3
教科組合わせ，教師D能力，疲労，時間の不足，児童の能力(経験領域
~~ : 1 も含む〕音声衝突，社会環境等部訴えられている。ここで注目する必要
のーあるのは，学習指導の方法技術上の問題の柏にむしろこれらの外的僚
件とでもいうべき
。地域社会環境からの制約、
。学校内部の構成僚件からの制約
。児童のもつ生活経験，能力からの制約(これは実は相互関係的たも
のずあるが)が伏在しているということでるる戸
D 保健指導上の問題
保健指導との問題として特陀目立って¥/、るのは保鯛率の問題で，
に掲けた去によるJと，大部分の児童が姻虫 第14表
卵をもクており，しかも医師の診察が少主主 150%以下 53 
い。このことは地域社会の環境にも大き君主
保蜘率 80%以下 92 
lM以上 69 
問題のあることによるが，学校としても何
主i ラ8198 らかの方法を講じなければならない。それ 32 医 1 I3 
，たらばそのために学校はいかね対策をた 師 I ~ 回 209 
てているかp この点は実際κつい手仔細に の歯2I5回迄 91 
.. V_/ I IZS 1 10回迄
検討する必要があるが，備付薬品竿あらわ 診そ 0 回 236 
一ニー…るす41多聞造 63 ， 
2 
10回迄 z 
2 たわち五種類位の薬品宅上けて大体間に合 巡露 1間以上 。
i 
司. うとする朝交があると思うと十数種類で不 回ー 0 回 103 
十分的学校も切れその基準は 5(li自主 107 ~;ll! 67 どこにおかれているのか会〈不明である。 1回以上 2升
.，. 80ー
4.4.2.2 学技の内部構成俊件からの問題
学校の内部構成僚伴については特にスグッコの面に注目を要するd ここに年
令構鼠図表を抱けたが， 一見
してわかるよろに中堅層がほ
とんどというてよい位に友い
ωでるヲて，校長を除いでは
経験の浅い教師が誤行錯誤的
主主方法で苦労を統U疲労困蝕
しているりでは主主いかと推測
しだら誤りで通うろうか。しか
も教師としての正規の教義を
を欠く臨免所有者であること
を考えるk問題は更に深刻で
ある。こうレた点教師の手不
足と相まって教育計画，運営
の面に難渋を来す原因の一つ
であると考えたら行き過ぎ?で
• 
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?
?
? …?
?，?
?
?
??????
???
?
? ?
?
??
??????
?
?
??????
?
?
直うろうか。
筒学校の地設備品経費面に
ついても文字通り貧弱でるっ
てF 日k の指導にも事欠〈学
校の多いことがみられる。と
とろマ施設備ー品VLついては学
校によってか主主りの巾があb
一応必要たものが整備されて
いる学校と，オルガンは勿論p 児童の遊戯用のボールさえたい学校の現状は特
に注目される点である。.
4.4.2.3地域護境面
地域環境商の調奪はまこ'と肥表面的で不十分であった。勿論これは調奈Jの方
- 81ー
法上の諸制約 ・現場の負担の問題から止むを得たい点でdうったが，第一次調査
の調査票で問題がしぼられはっきPしてくる結果，特にそう感十るのでるる。
ここから一般的に言い得ることは複式学校が単式の学校より遁かに文化，交通
れこ恵まれたいことでる札しぼられた問題を究明するためκは，これを足場と
してもっと探く重点的に掘り下け、なければtr..らない。
以上第一次の調査票を処理して得?と結果からの解釈を紙面の都合上簡単に述
べたのであるが，われわれはこの結果を通して，複式教育の計画，運営の実
際については，もっと深く現地でつっこんでみると，これに関連して制約を与
えると思われる僚件を夜明ずる必要を痛感し，第一次調査に足場をおいて問題
の焦点をしぼり第二次の掘り下けを企画するととにした。
|第ー衣調査資料 |
第15表 複式学:交地域の積雪、期胃 ・積雪量 不明ラ校
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利用え通機関;!1." Il)距離とぞの道路の状況
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第22表 生活程度保護者学歴.
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第23.表 PTAの有無 ・活 動
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33 1 53 1 29 
/ j 1#.8 I 35.4 
56 1 8 I 22 
2611 6 I .6 
82 1 14 1 28 
/ 117.1134.2 
μa 
9 13 18 7 4 11 
|;l351215l; 
計(勢123iお16り13147:|りE十
フI7sl.i I 26.~I 
-104ー
(経 E皇 室匡 数) (現 在校経過年 数)
本校12，不明12を除〈 本校9，分校4，.計13の不明を除〈
で、
2011 
1 I ~一一 !
2 377 
71 78 71 16 I 2 2 4 244 .叶221 164 182 4 ち 621 /1 95.7 ~ð.4 29.3 6.4-; 0.8 0.6 0.8 / 
;l 引 2~I |二|66 22 
88 
/ 
40 
22 
1 31 62 
/ 
102 
28 
130 
/ 
ヲ6
26 
82 
/ 
24 
~ 1. 34.~ I 30.~ 1 30.~ I 3.~ I / ' 6 8I 8 8
2 
ー/
104 
よlMl
24 662 243 172 202 39 5 3 665 
15.7 3.6 / 36.4 25.9 80.4 5.9 0.7 0.:; 0.2 / 
49 52 I 49 31 348 104 102 94 33 5 2 4 344 
14.1 J..9 ! 14.1 8 . 9 I / jI30.2 29.8 27.3 9.8 1.5 0，6 1.2 / 
153 124 I 210 274 296 72 10 5 
15.1 12.3 120.8 5.4 I / 134み 27.2 29.3 7.1 1.0 0.5 0.51 /1 
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第28表 教 配 員 生 、
淳 司遜動所要
以39分内 1 60 0d 庁 1! "8 が I 12庁0 庁
山 |本校 8 2 103 129 147，' 292 
分校 211' .30 4 3 72 84 92 201 
村 !計(努
537 I 73 • 12 ラ 175 213 239 493 
85.7 I 1UJ 1.9 0.8 27.9 3.M 38.1 78.6 
エ匹 メト rx 
52 '12 2 20 27 24 
山 分校 21 一 8 8 15 
村 計{整 13 13 2 一 28 35 ~~II I?~ "，， -1 J. 0 o"， Q1 12 "0 " の8.41' *4.3
平 1-4"以:I ." u ゐ u ，v 
19 '2 一 13 5 41 10 
村|昔H野 Io，，5~ 9 3 21 23 181 27 80.7 14.5 4.8 39.9 87.1 29.01 485 
漁|糸、彼 | 96 10 
. 3 ) 23 75 1 71 
26 2 一 6 21 21 
村 i計{按 1 971 12 3 29 96 12 92 
8.8 2.2 " 一 21.2 70.1 8.7 67.2 
3 2/ 13 28 1ち 35 
町 !万似:1 3 。l 一 7 13 6 14 
6 4.1 2ー 20 41 21 49 
7.3 4.9 2.4 24.4 50.0 25.6 59.8 
8 51 6 131 6 
パ 市 17.1'侠I"nl~ I 2 13  9 4 一 5 6 ~~ 1 50.0 I 34.fJ 15，.1 19.21 23.1 57.7 26.9 、
総 | 校本{ 数% 565 84 21 4 172 '283 219 445 83.8 12.5 3.1 0.6 25.5 42.0 32.5 66.'0 
分j数% 300 38 7 3 106 13-1 111 262 
，校l 86.2 10.9 0.9 SO.5 37.6 31.9 75.3 
E十 1 弘~t{ 数% .865 122 .28 7 B27.8 2 4L4 330 707 84.7 1.9 2.7 0.7 40.5 92.3 69.2 
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、活事情
学
校数計
82 
116 
198 
/ 
42 1 42 1 14 1 7 L 3 1 9 r 57 1 66 1 5 1 13 
7τ8 1 2 1 5 1 - 1 22 1 22 1 3 1 13 
49 1 49 1 22 1 9 1 8 1 9 1 . 79 1 88 1 8 1 26 
55.7 1 55.7 1 25.0 1 10.2 ・9.1I 10.2 1 89.8 1: /一/
23" 1 25 1 6 1 8 1 1 1 5 1 35・ 401 41 8 
12 1 l5 1 4 1 2 1 1 1 - 1 2 1 22 ー .9 
35 1 40 1 10 1 10 1 2 1 5 1 57 1 /52 1 4 1 1'7 
58.5 1 61，..6 1 16.1 1 16.1 1 8.2 ・8.11 91.91 /ー/
38 1 43 1 14 併 8 ゆ 601 109 1 - 1 23 
7 1 7 1 6 1 1I 1 4 1 18 I 10.1 28 ー 12
45 1 50 1 20 1 55 1 12 1 67 1 70 I1 137 I r-1 35 
32.8 1 36.5 1 1l，..840.1 1 8.8 1 1，.8.9 1 51.1 1 ゾ ー /
21 1 16 1 17 1 17 1 61 281 281 561 41 12 
12 1 12 1 6 1 2 1 6.1 5 1 21 1 26 1 5 1 15 
33 1 2841 23 I 19 ・121 . 33 1 49 1 82 1 9 1 27 
;"0.2 3'.4-，2 28目0・ B3.21 1J，.(J" ;"0.2 I 59.8" /ー/
i8 1 . 16 1 4 1 .41 -1 2 1 22 '1 241 - -， .--:; 
2 
191 17 1.": ・ ~ 1 _ ~ ~ 1 -:i _ ~! ~:~ :1 2~ 1 1 1 ~ 
78.1 1 85.4 1 '15.1，. 1 19.2| 一 | 11.5I 88・51l {I 一|/
~/2~ .11 12!~ 1 ]~4~ 1 ~~8，~ 1 n6~ 1 ?J~ 1 J~g~ 1 67~ 1 50 1 14~ 
81，..0 '11 42.1 i 20.8 1 27.'2 1 9.9 1 42.1 1 5i.9 1 / 1 - 1 / 
86 I 113 1 76 1 63 1 96 I 123 I 225 1 348 1 36 1 167 
M.7 1 32.5 1 21.8 1 18.1 1 27.6 1 85.3 1 81，..7 1 / 1. - 1 / 
315 1 397 1 216 1 246 1 163 1 407 ・6151 1，022 1 86 1 309 
30.13 1 38.9 1 21.1 、21，..1.1 15.9 1 39.81 '80.2 1 / 1 -1 / 
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第刻表 教育計画及h ぴ運営
伝子414zJ蜘寸片品みか村;町(;計
1E言語霊
学(道育事みま
担 |1523;l調陸軍護
iZト112 
重|寝入若手b認喜
点 i詳註誌酪;i錯別別A1u1!
基1H;i 
教使 !低
主|中
-109ー
〆
---__一ー、、 層木 校 I1 分 後 、
項目 ¥¥J山空虚jz;漁村;町 |市;E十円直iZ漁村l町i対計
最高 121114j iJτ 当1jj4唱せ
教 (31| 0 @ ヰ1 十1日91 11 2l 25 0 -なな低 β 却~; ~I J~ 引 4 
るれ @ l~; 3i 31 31 21 1J 2511 211 511 4' 61-1 37 科 Jく...::じ~I 一 8- 2 4 21 20 
書@1 151 31 31 31 21-1 261 231 ¥-1 41 6;-; 37 J
1整Z? 中 .ム 1914: 21 LOi 31 2i 401l 29i 4: 21 1 1 I1 38 
は高 ~ I ?~ ~I ~I l~i 社 瓜 11 14221 。 41 2| 
の "'1 1 (<U3331 241 15i121-1 一-・|EUI
使超低
!?4jE 1J1i1111
唱1中~ 1-ゴ5プ|τ17三¥41¥ 381，づ6つ!-! 52
。司111則市l叶 |話@ム円1 ラ2 7ー1; 2121』 431701 
i 社会 33 104! 2 6141144 
1 
87 
|閤
国
理
雪渓
和 27 64 25246|可31' 6: 7H 7t 
難 21-1 1 -1 -1-1 31 2 一-1-[ -:-1 2 
な喜 25131 21 91 4' -! 431 10 ー lー 14
教
科
目
301 31 21 8j 51-: 48¥1 171 31I  1 3:-1 25 
画 工 l 一一 一 1  1:-1 1  -'-1 3 51 1  1 3 、1217-23 童喜健体書書 31 1ー -
ゴ46 2 1
」
二 1 19 
号
E
炉
E
a 3 -122 3142 J 
1 
3 24 
指 111 4: 31 591 ， 5151 4.?1 1 5 
学経 21 2i 1-1 81 2i .:-: - 1H 3 
導 ー 不足 ，21'-1 1 3: 2/-1 81 31 -H -1 -1-: 3 
t
疲
編
旨
労 一 一 一一 l 寸 2 
上の 学級習
護
成 l 
-- 1 31 -11 3 2 
社会 3 マ 41 1 -H - 1-: 2 
間生 喜
鍵
声
書研 一
l
一-一一
1 5l -1 5 2 
題整街事 'ー-1 511 2 ;ー2)-1 1 点 暴'学 一
-1 -! -1 -! -1 1 11 1 _'~! _1 2:-1 3 教複師式、編 一一「白 一一 3 一-!-=-!-! 3 
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--、下---- 層 本 ， 校 分 校
項目 --------:_~山村官慣例町|市|富十 山判官i君漁村|町|市iz十
夢i主i育γ議?i 寸-f1| 2 ー 』ー 4 2 一一11 1-1 1 
3 一一21 -1-1 1 -1 -;1-(聖堂具)1 1 1 (-1) 
第31表 複式 類 型別母親数(イ母校)
類
編
型
11 学
?
? 学級
計i中
数
計|大 '青十
??
『?
?
????
?
? ?
??
118 
158 
151 
487 
多部
27 I 520 ロ|;:;|
1 "" 3 
級|式|へ|;:;:;l
四|ト11，...，.日"41
庁|チ11，.，.2"，，3，.，.41
2 
、
6 
2 
lリ
己
.107 
4 I 118 
7 
12 
13 
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複式学級Kおける教科取扱い状況(小学校)
第32表 A 教 科 !l1J 
区 分 |基lhl喜i言|審|里lhl級学‘ 数
同時間教科i肖単元 405 362 112 9 30 10 486 561 595 
同 異単元 [53 192 70 556 -149 547 60 42 24 
651 
以上両者併用 T2 87 24 40 10 39 93 54 44 
同時異教科 37 30 2 95 20 86 . 52 B 4‘ 
第33表 B.複式編成別学級数
区 分 司雨量|皇|号
_，同時同教科同単元・357 318 86 9 25 
部 同 ， 異単元 104 136 48 450 122 442 
複 以上両者併用 50 6;3 18 28 8 29 
式同時異教科 19 15 60 15 55 
= 1同時間教科同単元 45 36 '1 2Q 一 5 72 
部 同 具単元 43 ラ1 22 95 27 :96 17 161 10 
118 • 
複 以上両者併用 22 23 6 [2 10 22 
式 同時異，教科 15 10 30 う 26 13 4 I ¥宮
四 問時同教科同単元 7 8 一 10 
部 同 具単元 6 5 11 11 2 31 2 
13 
主祭 以上両者併用
式同特異教科 3 予1- 1 5 1ー | 雪| 6 
-112一
???? ? ???
JlIJ 年学c 第34表
121 11 
!司時 S員数料
三 目同時同教科同単元
長単元
以よ両者、併用
分
昔話 1・岡
区
複
式
も反
?????
12 同時異教科
同時間教科同単元
開 具単元
以上両者併用
式 1同時異教科
式
部
複
凶
第iラ図第11図
歌劇政
区 λ 都中良氏 =邦子軍L京よ 四部 J又式
令 1会住1科安4定量投!君吾宝紋t字エ国者制f育卒1全土問科|瓦E支誇回害圭 図工を業体育I除社理科庭家き笥き宥ま1牧エ図合衆育体
同町
241111|11 !l1'1 1 l1 
手守え6，91611571215127818819，338311521 141 16117718515462 刊 7785
同車て
FE守 l~ 1.11111.111.1_1_llllt 1111. ・sIJIIIIIIIIIIJ.圃
科九202'613218ワ238518141236143144-181123181114114184る381 1851 185115123115 
以南
五f
併14・l，・ ElDI.I.I_I.llIo
よ府 101211215121611318ワ19119121/01I 18119111ワ 81 1 181 181818 
-同
211.111.IIIJj~lILIII .I_I_I IIII I ，IIIJll 
科 4 13，81 1 1171311016 1 1 白井 13181212514 12111113121231381 1381 1~8146 
'-一」ーー
E被王府弱点別比較
まえ字l;l%
JL 分 4会士型主 家 荻JA:図{-体1[1 4ヰE主 エ著そ
同時間紋科
1 問 主幹 元，
63 56 S6 114 1 17518 6191 
同時間放科
~ 主手 7こ
i 1 • 
24 29 3518 5123 841 q 16 ヰ
v.人 」二.
伺えま併用
• E • I 1 •. 11 ~3 1216 2 611418 マ
同時実放科
E Iill 
6 5111 513/1 518/1 
D教科引比較
?
?
? ?
?
第16図
F低十.寓学年別比較
可、‘J ・、ー
区 低学年 中伊 J手 話学年 1
令芸意思控室守勢認翌装置間基吉区号室芸|雪雲寺!
j単 1I_IlIIIIIIIIII_I_I_111111111111 i 
科え7216712111217118773631551215 12ω8490判 明 5711191 1 184196197 
会冥 t 
単 E
.1.111. 11 o 1 .UIIIIIIIIII.I.I _ a 1111I 
7じ201221831121921101512 123127T8b25186816141ワ303219213870151rトー
以南
宏
併 LL1.LA IILJ _j~l .l・ R I a I g ・E ・
よ明 8191511411418161111/7151.71611.191'/1111111121613ワ 131t>h7: 
用実
教
dをよ I 1 _1 • 1. 1 .:1 I ~ 1 _ 1 11 • 1 • 1 D 1_ 1 _1_ 1 _ 1 _ll 民
-マ'.p寸 31311311/2ワ0.51 1413131511ワ2111413119131815
第災表 問時異教科取扱における教手間E合せ(数字は度数)
ニ部 複式 の 場
i lul画芸|圏直|判図|音|体|昔f|弔問迎|家|判事|算|図|ぜ竺j計
学|社 31.I 51" 21 4! J _1. J4学|社I21 I 1  I 21 1: I_J 6 
き|型1 I 21 1 I 21 31 1 1 _l4笠岡1 I 1 1 11 2: 11_ I 
|家|I 1 1 1. I11 I家1 I .1I I I 
|国I 1 191 8: 1 .1オ 寸司 5115 4: 1 1 26 
i創 111 1 ~ 8 
了
|算 6 1 ! 25 
「元1 1図ι 1.1 14 
|音 21 2 
件 1 2 
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P111111 
自211[I 1 7
恒出lT
社同|家| 国|習 |算|図|音 I~ I 計 |
社 l ~I 1 51 J 511 1lJfl 
同1jLlll i I 1ベ
l家11 1.1竹 下 1
1国|113161 J' 1内
閣11 1 1 11 
|算131 1.) 23: 
1関121-1 121 
1音1 1 2i 
|体 1 1 
• 
巴詞r下門円十州J1判卜H 
|同阿岡同叩|川4
『引剖
組|理|
柑:1I 
同 121 I I I I I 21 
|家11 1 1 1 11 I 
恒1I 31 1 1 _I 7i 
|事11 1 
|算1)1. 13i 
|図)1 1 i: 
e 
~ 16ー
(高学年)
到竺至i閣官阿南判例計|
社1~; 1 I J[ 31 1 '1， 171 
(全計y
|「げ円叫叩叫l四判理判判|
社l5「i 6ql184:l4|!H(|2n2 
|理|1I1 I I 1 I I 4; l恒阿理剖11 6; I 21 1 1 1 14
|家II I I 1 I1 1 |宅1I I I I I 1 
同II 2zj_j j I 43l国|I61 2r II 9;
喧|11 I I1 1 
1算比上_1_lf
凶1 1 I 3 
同I1 2 
|休I1 
竺出家(同意!算|図|音l休|計
杜11I 1 I・21~ I I 7 
|理1l'3; I I 31 11 6， 
|家II、I1 I I I 
， 
恒II 4: I I 1 7 
1きI1-j 1 I 
|算121 I I 8 
l図I 1， 1 10 
出上
l体|
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|き1，1 1 I I 2 
1算I41 I I 37
阻ゴーI~
1音 I Jj 41
1体I2 
. 
F各項旨内の)1隈序は1
第35表 教一育課程構.成上の問題点回数1蹟 j 
⑨構成一般
学年宣言の抵抗(能力差に応ずる単元)
複式カ リキユラムの複雑:性
教科組合仕立コ困難
単式と複式カリキユラムのー関性
実態調査の困難性
目標設定 (学年目標社会的必要との差)
単元の画期日列困難
理科，社会科の単元構成困難
学年目標の不明確
日課表作成困難
復式教科書がない
各教科の関連がつけにくい
取材が貧弱f乙なる
単元の巾と深さが制限される守
学年間の単元の関連がつけにくい
A， B集め配分に菌難
重点把握に困難
挙式イじか複式化か
複式指導要領がない
評価基準が不明瞭
本校，分校カリキユラムの一貫性
農村向教科書がない
'⑥単元展開取扱 とーの問題
学習l時聞の不足 (指事時間)
単元学留め困難
入学当初の取扱図難
音楽の取扱に苦しむ
⑥複式学級編成上q?問題
三ー学年複式の困難性
学級編成の浮動性 (コ部複式学校)
学扱編成の国灘性
見重量数が少ない
学年聞の児童数の差が大きい
⑨可児童の問題
経験領域が貧困である
能力が低い
学習意欲がうすい
発表能力が低い
基礎学力の不足
自発性が足りない
⑥古儲経費資籾の問題
施設がず十分で:li:>る
資料(教具，学溜参考資料)不足
参考書不足
校地校舎の不備
⑨珠盟主の問題
環境，がととのわない
地域社会の教育関JL~，がうすい
調査，見学の施設場所がない
'地域社会の文化水準が低い
学習に利用する文化菰識がない
文化財・に乏しい
気象事情から授業日数が不足する
児童の研究意欲を刺戟する環境がない
地域に識見あえ人がない
地域の資料が不正確である
⑥教師の問題
教員の組織がととのわない
教師の質が低い
教師の手が足りない
教員数が不足である
教師が多忙で1呼聞が不見である
教師がひんぱんに異動する
教師が過労である
⑥研究録件
研究資料，図書の不足
研究の機会に恵まれない
複式研究書の不足
指導者司が得られない
単級についてめ研究資料不足
木授との連総困難
-118ー
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??
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時 間 教 科同 単 7[;
第36表
旗数
????
ー
?
?
事
⑥学年差の抵抗
発達段階差があって指導上困難で
ある
特に下学年に無理がかかる
下学年が消極的となる
下学年の発表研究が臨調となる
ム学年が横暴になる
下学年の依頼心が強くなる
上学年が劣等感をもっ
下学年が劣等感をもっ
'学年聞に反君主が行われる
項
所~ 
頒数
?????
?
??
?
?
?
?
??
所
事 項
⑨協力学習による効果
上学年の下学年指導
上学年の美点が下学年に影響
上学年の責任感が強くなゐ
学年~超えた家族的親密感
下学年の進歩が早い
社会的訓練可能
長
3 
2 
7 
8 
2 
????
?
???
???
⑨指導技術面 ，
個別指導に国難する
指導が一方学年に'/5寸こよる
上，下学年の特質を十分に生かし得
たい
優劣の差が大きくなる
⑥単元構成，展開
??
? ，
?
????
?
4 
3 
2 
。 ，
???
ー
学習内容のJi後がさけられない
単元内容が下学年に当をかく
単元の目標設定困難
A， B案の構成基・2鮮に菌難
単元の選摂配列に困難
発達段階からみて3，4年に無理
巾のある単元構成がむずかしい
重複により興味関心の度が低調と
なる
児童の経験領玖がせまくなる
効果判定困難
⑨教師の面
教師のカが足りない
教師の負組カ吠きい
⑨施設教具の面ー
教具や参考書資料が不足する
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??
? 、
?
?
?
??
?
????
?
??
?
?
??
?
????
??
?? 』
??
⑨ J尼輩の興味，関心
良い意味の競争意識を刺殺する
学習が活穣となる
⑨環境構成，児童管混
教室の雰囲気統一
会児蛮の在ト意集中
児蛮管理容易
教室経営容易
資料の整備が容易
⑨指遵計画，単元展開
単式取扱指導の単純化
学年ー を超えた能力足Ij指導
指導が能率的である
単Jtlヒ:深さと巾をもたせ弾力性ある
展開
個別指導の徹底
単元展開容易である
A， B案による反覆練習
下学年の優秀児上学年の遅進児共に
伸びる
直濃指導が継続的に行われる
多人数を必要とすrる学習によい
指導力が分散しない(時間も)
時ー間的余裕があって指導徹底
⑥教師の面
教師の労力が軽滋される
教材研究に者g合がよい
準備が容易である
、‘ ' 8'同時同教科異単元
:長 所 短 所
⑥教育諌穆単元総成 ⑨指導の技術的困難
教is科bf?，学年の目標に応じた単元構成 i時聞が不足して徹底なかく
ぎる。 66 指導力が分散する
系niI1凶甘指導ができる 50 間接指導に無駄がで会る
18 
18 
10 
直げ接得，間接指導を按配して効果をあ
る 6 
話れ合，協議発表の学習が十分に17わ
にくい号 10 
反夜練習の機会が多:ぃr う 指導が学年に均等しない 9 
教が材あ内る容に共通性をもたせれほ効果
4 
指導が後雑化する 7 
、 進度が遅れる 6 
基礎練習の機会が多い
学年同擦がたてやすい 『
注入指導に陥りやすい 6 
単元内容が適当である
時間的に無駄ができる 5 
教科書を中心として系統指導可能
実験，央制等が行われにくい
計算力p 文字力が向上する ‘l 
指導が低学年にかたよる
基礎能力が向上する 単元学習ができない
一万の学年に章点指導ができる 指導に計画性が失われる
日謀表がたてやすい 能力別指導ができない
17 
個別指導ができる
シーソー学習でこまぎれになり易い 4 
⑥自発自積極的態度
義礎的な商にのみ終始して応用方商
にかける 2 
自学自習が行われる 43 遅進児指導ができない !o 
自主的態力が身につく 4・ ⑥単元構成，展開
忍耐力がつく 直接間接指導の按配がうまくゆか
ない 4 
⑨協力学習 学習の弾力性が失われる ち
下学年が上学年の学習を理解ナる ラ 指導計画が立てにくい 3 
よ学年金活用Lてド学年指導 2 単元に巾をもたせ得ない 3 
⑨教室管理 ⑨環I芯整備，児童管理
教ー組合室わの雰ぜ囲に気対統し一て注)意集中 (異数料 10 
注意歌慢になる 25 
音声の衝突 1 
教室の気分カ嚇「をかく 5 
学習態度が〈ずれる 空
教師の留がゆきとどかない
⑥教師の負担
教師の負担が過重になる 20 
教育研究指導準備困難 7 
⑥教具施設φ田
教具施設が十分でなく間接指導の飽
呈宇治:上らない 4 
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C 同時間教科異単jE'，同単売併用
長 所
上， 1'.学年単元内容に関連をもたせて効
来をあげることができる
教材にnDして学習に変化をつける
学習内容にヂ~カ性をもたせることがで~
る
重点的指導に都合がよい
機会に応じた指導によい
共同学習を必要とする場合によい
(体育，音楽等).
・学年差に応じた指導がで~る
能力別指導ができる
D 同時異教科
、
長 所
重点~指導守するによい
組合せによっては効果がある
指滋の按配に便利である
入門指導等に効果的である
日課表の立撲に使
時間的指導によい
，. 
短 所
単元織成学習としての設定医難
学習内容の関連性系統が失われる
教師の力がともなわない
教師の負強が大きL、
短 所
他方の学年が犠牲になる
学習の雰囲気が混乱する
学習の設に困難がおる
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